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序

昭和54年度から着手した史跡上之国勝山館跡の環境整備事業は、今年第 4年

次の事業を終了するところとなりました。

本年度は発掘調査1，700m2、環境整備事業1，290m2を実施致しました。発掘調

査の結果、 1473年創杷を伝える館神八幡宮跡地で、 1770年建立の現上ノ国八幡

宮本殿(上ノ国町指定有形文化財)の礎石と思われる配石が検出され又、付近

にはそれ以前の柱穴等もあり、創建当時の遺構の解明は尚今後の課題となった

ところで、あります。

館神八幡宮跡南方の、旧沢地付近から発掘された大量の廃棄遺物の分析の結

果数々の興味ある事実が報告され、まだこの作業は途中でありますが随分と勝

山館の性格を推測し得るとごろとなりました。

人頭骨や、ウマ・イヌ・ネコ等の家畜類の出土は全く予想、も出来なかったとこ

ろであります。これについては札幌医科大学、百々、鈴木、西本の諸先生にご

尽力を戴きました。

大量の遺物の出土は、1，500年代頃の勝山館の繁栄を示すものであり、今後は

その背景を探ることが重要なことにな って参りました。

環境整備事業は、北海道大学足達先生の御指導を受け、空壕跡、旧沢地形等

について、その年代を明示する方法で表現が出来ました。序々にではあります

が、館の姿がご覧いただけるようになりつつあります。

今年度も事業の推進にあたり、文化庁、北海道教育委員会をはじめとする多

くの関係機関と諸先生に御指導と御援助を項戴致しました。心から御礼申し上

げます。

本書は57年度事業の概要をまとめたものであります。諸先生の御叱正をお願

い申し上げます。

昭和58年 3月

北海道桧山郡上ノ国町教育委員会

教育長青柳 隆
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1.本容は、史跡上ノ国勝山館跡の昭和57

年度発掘調査及び環境整備事業につい

て概要をまとめたものである。

2.本年度の発掘調査は、次の体制でのぞ

んだ。

調査主体者 上ノ国町教育委員会

教育長青柳隆

発掘調査担当 松崎水穂

調査スタッ 7 斉藤邦典、藤田 登

前田正憲

事務担当山本音春、山 崎 洋 子

調査協力者笹田仁、藤岡強

発掘作業員上野ヒデ、加賀秋江、

金子てい子、片石百合子、菊地たきえ

小滝あけみ、小林静子、笹ィ良定子、沢

村照子、佐山アキ子、中村キクエ、佐

藤明美、竹内江美子、久未キミ子、森

節子(アイウエオ順)

3.本容の作成は、松崎、斉藤、藤田、前

田、があたり執筆は項目別に分担し、

各文末に文貨を記した。尚、 Nは札幌

医科大学解剖学教室、百々幸雄、西本

重量弘の両氏による。

美J農の古陶光琳社昭和51年

原色陶器大辞典淡交社昭和47年

世界陶磁器全集 4、5、6、14昭和51年他

貿易陶磁研究No.1-2 日本貿易陶磁

研究会昭和56-57年

世界大百科事典平凡社 4、24、29

考古学辞典章1)元社昭和34年

日本貨幣図鑑郡司勇夫昭和56年

東遊雑記古川古松軒東洋文庫昭

和39年

参河後風土記平岩主計頭親音慶長

15年自序

鋸吉田金次昭和54年

アイヌの民具萱野茂昭和53年

香深井遺跡上 ・下 大場利夫、大井晴

男昭和56年

オンコロ7ナイ員塚大場利夫、大井晴

男昭和48年
民族学研究第 3巻第 2号別刷「千島群

島出土の狩猟具及び漁具」馬場修 昭和

12年

北大北方文化研究報告「モヨロ員塚出

土の骨角経」大場 利夫 昭和30年

新撰北海道史第 5巻史料ー 福山秘府

全 北海道康昭和11年

福山秘府年暦昔日四 市立函館図書館

昭和31年

和田本福山枚、府年暦告11全 越崎宣言一

昭和35年

例 仁1

4.整理作業には、金子てい子、小j竜あけ

み、小林静子、笹J良定子、沢村照子、

佐山アキ子、布施末子、松原笑子、が

従事したo

E挿図作成は、執筆者が主に行い。前記

のものが補助した。

ι挿図の中で示した北方位は、磁北を示

すものである。尚、挿図の縮尺は、 4

分の l、3分の l、3分の 2、2分の

l、を用いている。

1調査にあたっては、次の関係各位に多

大なる御協力と御指導を賜った。

土地所有者、草間サユ、草間十亘二

文化庁記念物謀、 f中里子治、牛川喜幸、

黒崎直

奈良国立文化財研究所 沢田正昭

東洋文庫渡辺兼庸

八戸市教育委員会工藤竹久佐々木

浩一

浪岡町教育委員会工藤清泰

宮城学院女子大学助教授工藤雅鮒

東北学院大学 熊谷公男、大石直正

秋田大学遠藤巌
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史跡恨城跡発掘調査報告害I-m
八戸市教育委員会昭和54-57年

瀬田内チヤシ跡遺跡発掘調査報告書
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千歳市教育委員会昭和56・57年
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松崎水穂他 考古学雑誌第67巻第 2号

昭和56年

上ノ国八幡宮本殿調査報告書 高原孝

昭和55年
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昭和30年

日本歴史10・11 近世2・3 岩波書

庖 昭和50・51年

函館志海苔古銭市立函館博物館昭

和48年
奥尻島青苗遺跡図版編奥尻町教育

委員会昭和54年
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I 調査の概要

本年度の調査対象lま、館後方部の一部(空壕A

B) を含めた館神八幡宮跡周辺部が主体で、総面

干責1，700 rr!である。(第 1図)

調査は、 4月17日から10月14日までの 150日間

行った。しかしそのうち雨天等による作業中止は

約30日間もあり、特に前半の 5月、 6月は比較的

雨天が多く作業の遅れが目立った。

調査内容は、館神八幡宮跡周辺部l，150m'、251

J区約450m' (空壕A.Bの検出)、 25、26M区の樋

状木製品出土地区(空壕Aと寺の沢の接する部分)

約 100ばである。又、今回は、昨年度ほぼ終了し

た27K2・7区の木製品出土地区において 4m近

い厚さで堆積する皿b層(魚貝層)の層位転写を

行った。しかし、行うに当っては、約 2ヶ月余り

の期間を要じた。それは、直立状態のセクション

壁が、雨天続きのため地盤がゆるみ大規模に崩れ

落ちた為で、この崩れ土の排除と多量に含まれて

いる遺物の採集作業を行った後に層位転写を行な

わざるえなかったためて:ある。

八幡宮跡周辺部は、 5月 1日より期間終了まで

行ったが、確認された遺構が予想外に複雑な重複

関係をみせ作業を遅らせた。尚、同地区を調査す

るにおいては、事前(4月27日)に八幡宮跡発掘

等にかかる安全祈願を行った。ついては、宮司松

崎辰彦氏をはじめに神社役員の方々には多大な御

協力を得た。

251 . J区は、前半 (4月)と後半 (10月)と

にわけで行い約 3週間を要した。同区は低地より

高台へ排土を運搬しなければならない比較的重労

働の作業が続く為、やや季節の寒い時期を選んだ。

25・26M区は 7月より開始し、約 2ヶ月半を要し

た。同地区の調査は、主に沢の中予あるため湧水

が多くやはり作業の遅れが目立った。

環境整備事業では、昨年度終了した26・27K区

(道路状遺構を除く空壕BとC、27K2・7・20区

の木製品出土区等を中心とする地区)と本年度検

出した空壕A. B (25J区)の約 1，200 rr!につい

て張芝を行った。(検出後埋めもどした空壕BとC

には， ジュニパ-130本、コトネアスター90本を

植裁した。藤田登)

E 遺構

1.館神八幡宮跡(附図 l、 2、第 2図)

現存の八幡宮跡は、直径約20mの円形土留を有

し、その内部に今回の調査で発見された礎石建物

跡がある。(第 2図)

この建物跡は、 5m(4間)X3. 5m (3間)で、

礎石列がよく進存している。同建物の正面と思わ

れる前面一帯に径 5cm-lQcm大の玉砂利が敷かれ

ている。この八幡宮跡地は、昔から「館神様のお

山Jとか、「殿様の城があった所」として地元の

人々には知られている。上ノ国八幡宮は、古くに

は文明五年(1473)武田信広が勝山館の館神とし

て建立したもの(福山秘府より)に始まり、その

後幾度かの修復lがなされ、明和七年(1770)建立

とされている現在の本殿が(板材に明和七年の年

号が記されている)現上ノ国八幡宮に残されてい

る。本殿の規模は2.15m X 1. 84mで礎石建物跡よ

りは一回り 小規模であるが、岡本殿は、明治九年

(1876)郷社になり、後に勝山館跡地より現在地へ

移っている(上ノ国村史より)とあり、本建物跡

は当時のものと考えられる。

礎石建物跡を囲む様にある円形土留は、南側は

高さ約 2mあるが北側は 1m程度である。南側の

高い方は、基盤を削り出して形成しており、北側

の低い方は、その削り土の盛土で形成されている。

そしてこの土留の構築時は，白色火山灰が降下し

た時期 (1741)より後のものとわかり、同じく火

山灰に覆われていない礎石建物跡とほぼ同時期の

ものと思われる。(第 3図)。尚、この土留上面一

帯では、約 1，300枚もの古銭(寛永通宝)が出土

している。又、建物跡の東側約10m離れた位置に

石積の階段がある。長さ約 5m、幅 2.5mで多少

石の移動がみられるが5段-6段を有している。

この階段遺構もやはり白色火山灰の直上にあり、

同建物跡のほぼ同時期と思われる。(附図 2) 

2.掘立柱建物跡(附図 2) 

本調査で検出されたのは 3軒で、(第 l号-3号)

全貌を明らかにできたのは、 l車干のみである。第

1号掘立は、規模が11m(6間)X4m (2間)で細

長い建物である。北側の円形土留と一部重複して

いる。柱聞は、長軸列は 105m間隔で短軸列は 2

1 
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m間隔である。 2号掘立は、北側の柱列が土留と

重複しており検出していなしミ。規模は 9m(3間)

X 6m (3間)で1号よりやや幅広い。柱聞も若

干不規則で、長軸列は 1聞が1.5mだが残りの 2

聞は約 4mもある。短軸列は l聞が約 2m間隔で

ある。南側の柱列は礎石列と重複している。尚、

同建物跡の内部には長軸 2m、短軸60cmで深さ約

10cm程度の浅い長方形フ。ランの土拡があるが性格

は不明である。 3号掘立は、長軸列 1本と短軸列

1本ずつしか検出していない(階段遺構と重複し

ているため)。それによると規模は、長軸列は 9m

( 5間)、短軸列 5.5m (3間)で2号とほぼ同規

模のものである。柱聞は、長軸列が1.5m、 2m、

2. 2mとやや不規則だが短軸列はほぼ1.5m間隔で

ある。柱穴はいずれも隅丸方形のプランを呈し、

深さ60-80cmを有す。内部には角柱(寸法12-13

cm)の痕跡を顕著に残している。中世期の建築様

式によると、住宅は柱聞が7尺で柱寸法は 4寸 2

分を規準とした(建築学大系 4-1)。本遺構にも

これに類するものもあるが、全般に規則性がな

い。又、 l間幅が6尺 5寸の関西間(本京間)や

6尺の関東間(江戸間)等があるが当時は主に前

者にもとづいている。

3.柵列(附図 2) 

3号掘立の北側に位置し、その長軸列と方位を

合わす。 2本の柵列が交差しており、 l本は長さ

約18mでもう l本は約15mである。両者共角柱の

掘立で、前者は 7間分あり、後者は 6間分である。

柱聞は前者が約 2m-2.5 mあり、後者は1.5m

-2mである。両者の新旧関係は、前者が多少古

い時期に構築されたものと思われる。(前者の掘

込み面が後者のそれより下で確認された。)又、柵

列に沿って石列の一部が残っている。これは、 3

号掘立と柵列の聞には約 1mの段差があり(柵列

が一段下に位置する)、その立ち上り壁に幅約60

cmの柵状の段を形成し、その段上に径約50cmの大

磯(角線)を並べているものである (PL4)。 同

遺構の構築時は前述の掘立柱建物跡と同時期のも

のと推定される。

4.竪穴状遺構(附図 2)

本遺構は、 56年度の概報で述べたものと同規模

同形態のものである。本調査では 5基発見された

がプランを確認したまでに留めた。前回の調査に

おいても複数の重複関係にあって、いずれよりも

古い時期の構築時であることが明らかにされた。

(勝山館 II)今回も 5基が全て重複関係にあり 、1

号、 2号は l号掘立、 3号は 3号掘立、 4号、 5

号は階段違構と重複している。そして、やはり本

遺構より古い時期の遺構が重複する例はない。ち

なみに、今回の資料も含め確認された数は16基で

ある。そこで、これらの分布状況について少しふ

れてみたい。

前回 (55年度)は、八幡宮跡より北東へ約80m

離れたこの21J . K区、さらに北東へ18、17K. 

L区で、本調査区と最も北東寄りの17K.L区と

の標高差は約 8.2mもあり、距離にして約 150m 

ある。本遺構は、最大長約 180mを測る舌状の台

地上をほぼ縦断している調査区内に広く点在し、

掘立柱建物跡が存在する地域に必ず重複して存在

する。こうした分布状況の中で、住とする掘立柱

建物跡と土倉と考えた場合の本遺構との七 y ト関

係を示す配置はまずみられない。又、本遺構より

出土した遺物は、鉄鍋 2点(いず‘れも床面出土)

だけで、その他の出土例はない。そしてもうひと

つの特徴は、いずれも埋めもどされている。つま

り、ある一時期を築いた竪穴遺構群がこの台地上

で存在していた可能性が強いとすれば、本遺構を

広義の意味で解釈したとしても掘立柱建物跡との

共伴関係は考えられない。(藤田 登)

5. 空犠A ・B(第 4図)

空壕Aは館神八幡宮跡の南方にあり、北西日南

東方向に70-80m走り、深さ 2-3m幅 6-7m

の薬研堀のことをいう。尾根地を縦断しておりそ

の比高は約12mである。

空壕BIま空壕Aより 14-15mさらに南側にあり

空壕Aとほぼ平行する位置関係にある。深さ 0.5

-3m幅 5-7mの薬研堀を言う。この壕は北西

側で空壕Cを切る。南東側は沢に落ち込む。

さで今年度はこの空壕A.Bの完掘を目標とし

た。対象グリッ卜は館神八幡宮跡の真南にあたる

251・261・26J区の一部と25J区の大半で、約

450m'を発掘した。

この結果、空壕Aは館神八幡宮跡の裾に沿うよ

うに大きくラウンドして谷へ落ちる。また空j豪B

も空j豪Aに平行していると言える。

さて空j豪AとBの中間に位置する溝の性格は不

明である。

なお空j豪Aの 103.5mのコンターに沿うように
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小路状遺構が検出された。幅40cm前後長さ 8mほ

どである。空j豪Aをゆるやかに登るように施置さ

れているようである。(前田正憲)

6.樋状木製品出土地区(25M、26M区)(第 5図)

空壕Aが寺の沢に接する地区において、一昨年

東西へ伸びる樋状木製品が発見されたが、その用

途あるいは周囲にどのような遺構があるのかを確

認するため調査区を拡張した。

① 杭列

樋状木製品出土地点より東及び北東方向へ調査

区を拡張していくと、 !lぼ 1m毎に寺の沢川に並

走するように打ちこみの丸木杭8本及び方形の板

材5本が杭状に直立する形で発見された。尚この

樋状木製品との関係は今までのところ不明である。

来年度はさらに北東方向及び北方向へ拡張する予

定であり杭列等の全貌及び樋状木製品との関係が

把握できるものと思われる。

②池

樋状木製品のやや東、空壕A関口部において、

東西、南北トレンチを入れたところ、深さ約120cm 

程の池状遺構が確認された (SPB-町、 C-C'、

D-D'、E-Eう。覆土としてはillC層 (砂磯層)

が主体であり illC9層まで細分される。そしてと

ころどころに黒色砂燦層(黒色土+彰機、 illC4、

皿C7)が入る。N層は黒色土である。池の掘り

こみ面はSPC-C'、 D-D' 聞では樋状木製品を

のせている黒色土であり、 SPB-B'、E-E' 聞

では基盤からとなっている。

③集石

方形板材が4本打ちこまれている箇所において、

渡島大島噴出の白色火山灰が多量に堆積してお

り、除去すると、石が円形に積まれている状況で

あった。またSPA-A'聞において集石をのせる

黒色土及び薄い黒褐色土を覆土とした落ちこみが

観察された。この落ちこみ及び集石については今

のところ性格不明である。

これらより考えると、樋状木製品をのせている

黒色土を掘りこみ面とする池状遺構、及び樋状木

製品の東側、寺の沢川を斜めに横断するように出

土した先端がとがるスリッパ状の木製品、樋状木

製品はほぼ同時期であると考えられる。すなわち

寺の沢川より、スリッパ状木製品、さらに樋状木

製品を通り池状遺構へ水が流れこむようになって

いたのではなかろうか。いずれにしても不明な点

が多々あり来年度も引き続き行なうこの地区の調

査に期するところである。(斉藤邦典)

7. 27K 2・7区東壁、南壁セクション(第6図)

当地区は昭和55年度より調査が行なわれ、毎年

その堆積状況については撹乱層かどうかで種々問

題のあったところであり、その堆積状況を記録す

るための層位転写、及びセクション図を再度取り

直した。以下土質や色調により分類し、堆積)1頃に

番号を附した。

尚この地区は旧沢がグリッドラインに対して斜

めに走っているため、堆積状況より東壁、南壁の

細分した層を通し番号とした。また旧沢が遺物の

廃棄場所であったため、多量の遺物が出土した。

I 層 表土(耕作土、腐植土)

ll-1層 暗褐色土。粒状。白色火山灰含有

ll-2層 黒褐色土。粒状。白色火山灰、炭化物含有。

ll-2-1層 黒褐色土。やや竪鍛。砂磯含有

ll-3層 黒色土。堅級。白色火山灰。炭化物含有。

皿b1層 黄褐色磯層。堅級。

illb2層 黒褐色土。粒状。様。炭化物含有

illb3層焼土白灰層。

illb4層 赤褐色彰燦層。堅級。

ill b 5層 目前局色土。粒状。炭化物含有。

illb6層灰色粘質土層。

illb7層 日音褐色。弱粘性。炭化物含有。

皿b8層 黒褐色土。弱粘性。炭化物含有。

皿b9層 日前局色土。礁、炭化物含有。

皿b10層 黒色土。堅綴。炭化物含有。

illbll層黄褐色磯層。

田b12層 暗褐色土。貝、魚骨含有。

ill b 13層 褐 色 土。粘土粒、炭化物、砂磯含有。

ill b 14層 暗褐色植物繊維層。

ill b 15層 焼土白灰層、貝、魚骨、炭化物含有。

ill b 16層 暗褐色土。強粘性。炭化物含有。

ill b 17層 暗褐色植物繊維層。

田b18層黒色土。粒状。

田b19層 黄褐色土。堅今礁、粘土粒含有。

田b20層 焼土白灰層。貝、炭化物含有。

田b21層 暗褐色土。員、炭化物含有。

ill b 22層 暗褐色植物繊維層。

ill b23層 目前局色土。弱粘性。炭化物含有。

ill b24層 焼上白灰層。炭化物多量含有。

ill b25層焼土白灰層。

ill b26層 暗褐色植物繊維層。

7 
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III b 27層 黒色土。粒状。炭化物、焼土白灰含有。

III b 28層 暗褐色植物繊維層。

III b 29層 黒色上。粒状。貝、炭化物、焼上含有。

皿b30層 黒色上。粒状。貝、炭化物微量含有。

田b31層 黄褐色土。弱粘性。ローム粒、炭化物

焼土含有。

III b32層 褐色土。弱粘性。炭化物、焼土含有。

田b33層 黄褐色土。弱粘性。ローム粒、炭化物

焼土含有。

III b 34層 暗褐色土。堅級。黒砂、貝含有。

III b 35層 黄褐色砂機層。員、炭化物、焼土含有。

III b 36層 暗褐色植物繊維層。

III b 37層褐色土。ローム粒、磯含有。

III b 38層 日音褐色植物繊維層。

III b39層焼土白灰層。

田b40層 時褐色植物繊維層。

田b41層焼土白灰層。

田b42層 黒色土。粒状。焼土粒含有。

皿b43層 焼土白灰層。

田b44層 灰褐色土。粒状。員、炭化物、焼土、

ローム粒含有。

III b45層 日音褐色土。弱粘性。炭化物、磯含有。

III b46層 黒色土。粒状。炭化物含有。

III b47層 褐色土。粒状。ローム粒、炭化物含有

田b48層灰褐色土。弱粘性。

III b49層焼土白灰層。

III b50層 暗褐色植物繊維層。

III b51層 褐色土。粒状。ローム粒、炭化物含有。

III b52層 時褐色土。砂粒含有。

皿b53層 H音褐色土。砂磯含有。

III b54層 黒褐色土。砂粒含有。

III b55層灰褐色土。弱粘性。

III b56層 黒褐色土。弱粘性。

皿b57層 黒褐色土。粒状。ローム粒含有。

III b58層灰褐色土。砂粒含有。

田b59層 褐色土。砂機微量含有。

皿C1層 灰褐色砂磯層。 IIIC2層、灰褐色粘質

土層。磯多量含有。 IIIC3層、灰褐色砂磯層。

以上のことよりこのIIIb層はE層含有の1741年の

渡島大島噴出の火山灰より下に堆積していて、館

とほぼ同時期の糊貨であり、また堆積状況を見で

も人為的撹乱はなく、当地に徐々に堆積したもの

と思われる。尚、図上27K7区基盤は北壁崩壊の

ため実測不能であった。

層位転写について

土層断面を合成樹脂を用い、土ごと薄く剥ぎ取

るものである。転写対象面は27K7区東壁面中央

部、深さ 4m、幅 1m、対象面積は 4m'である。

1.準備…転写対象範囲を水糸等で区画し、そ

の範囲内を移植ゴテ等を用いて平滑に削り出す。

2.合成樹脂選択…当地区では転写面の上半分

田b40層より上は焼土白灰層、植物繊維層、褐色

土であり、以下基盤までは壁面が沢底に近いため

湧水状態であり、 IIIb40層より上はトマックNR-

51、以下基盤まではサンプレンWEを用いた。

3.作業工程について

1.上半分IIIb39層まで

A. 合成樹脂塗布、 ~J ぎ取り。使用合成樹脂は

トマック NR-51(主剤)7.2kg、シンタロン #370

(柔軟剤)1. 44旬、アラルダイト HY837(硬化剤)

1. 44kg、それぞれ 5: 1 : 1の比率で混合した。

転写面積は 2m'。まず転写面にこの混合液をハケ

で塗り、その後寒冷紗にで裏打ちし、さらにもう

一度この混合液を塗り乾燥させた。乾燥時間は通

風、日光等により条件が異なり 3-12時間である。

8.転写面より剥ぎ取った転写資料の仕上げ、

整形。①放水により表面に附着する余分な土砂を

除去。②脆弱遺物等の硬化処理。アクリル系樹脂

のパラロイド 872のキシレン溶液をハケで塗る。

③不足土壌、遺物の接着。剥ぎ取りの際欠落した

土壌、遺物をエポキシ系接着材にで接着。④表面

仕上げ。イソシアネート系合成樹脂のサンコール

SK50を同剤用シンナーにて 3-4倍に希釈して表

面に塗る。これにより転写面は濡れ色を呈する。

n. III b40層より基盤まで。

A.合成樹脂塗布、剥ぎ取り。使用合成樹脂は

サンプレン WE800c.c.、水12，000c.c、 1: 15の割合

で混合したものである。転写対象面積約 2m'。ト

マック使用時と同じ方法で寒冷紗をはさみこむよ

うに塗膜する。剥ぎ取り後アラルダイト GY1252J

P (主剤)とアラルダイ卜HY837(硬化剤)を 5

: 2の割合で混合した液を接着剤としてベニヤに

転写資料を張りつけた。乾燥後の収縮を防ぐため

である。仕上げ、整形はトマック使用時とほぼ閉

じである。文末ではあるが奈良国立文化財研究所、

沢田正昭氏には種々御指導賜わった。深く感謝の

意を表します。(斉藤邦典)
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皿遺 物

本調査で出土した遺物は、陶磁器、鉄製品、銅

製品(古銭を含む)、石製品、骨角器、木製品(漆

器を含む)のイ也、人骨、猷骨、鳥骨、魚骨、貝殻、

炭化米等、昨年と同様多量に得られた。中でも27

K 2・7区の採集した遺物は、人骨や獣骨、そし

て木製品が主で貴重な資料がさらに上積された。

1.館神八幡宮跡周辺部の出土遺物

舶載磁器(第 7図~第9図)

a. 白磁(第 7図 1~ 5) 

l、 2は郎である。 lは菊花を呈したもので口

径7.8cm、器高2.3cm高台を有す。口縁部微妙に外

反する。

胎土は、灰白色で精良、粕調は乳白色である。見

込みに一条の円圏を有し高台内部は施粕されてい

ない。又、円圏部と高台内部には赤褐色の付着物

がみられる。 2は削り高台を有するもので、口径

8 cm、器高l.8cmである。口縁部はややひろがり

ぎみ、胎土は淡黄灰色でやや精良、細い黒色結品

を含む。粕調は灰白色で全面に施利される。 3は

小皿で口径11.8cm、器高 2.9cmで、口縁部が端反り

する。高台を有し見込み部分が多少凹む。胎土は

乳灰色で精良、黒色結晶を含む。粕調は暗灰色で

全面に施粕される。 4、 5は碗でいずれも口縁部

破片のため図上復元。 4は口径約12.5cmで、口縁

部はほぼ直線的でややひらきぎみである。胎土は

乳白色で精良、粕調は手L灰色でほとんどつやがな

い。 5は口径約10cmで、口縁部は直立する。胎土は

乳灰色で精良、黒色結晶を含む。粕調は淡灰色で

ある。

b. 青磁(第 7図6~ 9) 

6は盤の口縁部小破片で図上復元は不可能であ

った。胎土は乳灰色で精良、黒色結品を微量含む。

粕調は、淡緑色でやや厚めに施紬される。内面に

は劃花文を施す。 7は綾花皿で口径12.1cm、器高

2.9cmで、口縁部は外反する。胎土は青みがかった

灰色で精良だが見込みの肉厚部分の胎土は淡黄褐

色を呈す。高台内部は施粕されない。口縁部内面と

見込みに劃花文がみられる。 8、9は碗である。 8

は口径12.6cm、器高 5.5cmで、口縁部直立する。胎

土は淡黄褐色で黒色結晶を含む。やや精良、粕調

はうすい青緑色で高台内部は露胎する。口縁部外

面に劃花文を有す。 9は口径13cm、器高 7.5cmで

口縁部は直立する。胎土は乳灰色で精良、黒色結

晶を含む。粕調は淡青緑色で高台内部は露胎する、

文様は外面一帯に蓬弁の劃文を施す。

c. 染付(第 8 図10~12、第 9 図13~18)

10~11は高台を有す端反りの皿で、 12は碁筒底

高台の皿である。 10は唯一の完形品で口径12.8cm、

器高 2.5cmである。胎土は乳灰色で精良、 f曲調は

青白色である。施文の青料は叢色で文様は、見込み

に菊花文、外面には牡丹唐草文を施す。 11は口径

9.5cm、器高2.2cmである。胎土は乳白色で精良、

黒色結晶を含む、 F由調は青白色で青料は藍色を呈

す、文様は見込に十字花文、外面は牡丹唐草文を

施す。 12は口径11cm、器高 2.9cmである。胎土は

乳灰色でやや精良、黒色結品を含む、粕調は淡黄

緑色で育料は青緑色である。文様は、見込みに寿字

文、外面は文字を図案化したものを施すc 13は盤

である。口径は16.2cm、器高は 2.7cmで、口縁部

は段を有す。胎土は乳白色で細粒の黒色結晶を含

む、紬調は青緑色で青料は藍色である。文様は口

縁部内面は波j寿文で外面は渦巻文が点列する。見

込みは玉取獅子文を施す。休部は凹みを有し、連弁

文を施す。 14は赤絵である。推定される器形は皿

で口縁部は端反り。胎土は乳白色でやや粗，粕調

は淡赤灰色を呈す。文様はi農赤褐色で唐草文と思

われる。 15は碗である。口径は10.6cmで、口縁部は

ほぼ直立する。胎土は乳白色で黒色の結晶を含む。

粕調は内面が青白色、外面が乳白色を呈す。文様

は口縁部外面に一条の界線を施すだけである。 16

は、口径12.8cm、器高 6.2cmで、口縁部が直立し見

込みが凹む、胎土は乳白色で黒色結晶含む。 f由調

は青白色で育料は青である。文様は見込みに牡丹

唐草文、』岡部外面は唐草文と鳥文を施す。 17、18

は杯である。 17は計測不能、 18は口径 6.4cm、器

高2.9cmで、口縁部がわず、かに外反し、見込みが凹

む、いずれも胎土は白色で精良、粕調は乳白色で

青料は藍色(18はやや薄い)、文様は、外面はなく、

見込みに果実文、口縁部に鋸歯状文(四方様の変

形か)を施す。

国産陶磁器(第10図~第12図)

d. 瀬戸，美濃，唐津，楽焼、(第10図)

20は杯、 19、 21~23は皿、 24~26は続 (25 、 26

11 



は天日である。)20は完形品で口径5.6cm、器高1.5

cmでやや肉厚、胎土は赤褐色で粗、粕調は淡黄緑

色である、見込みは印花文を施す。 19、22は明瞭な

高台を持ち口縁部が端反のもの、 21は極めて浅い

高台で口緑部はほぼ直立するもの、 23は高台を有

すが口縁部が直立する。 19は、径約8.6cm、器高2.3

cmで多少厚目、胎土は淡黄褐色で粗、粕調は淡緑

色で全面にかかる。見込みに印花文を施す。21は完

形品で口径10.3cm、器高 2.1cmでやや肉厚、胎土

は淡黄褐色で組、軍曲調は黄緑色で見込みは露胎して

いる。口縁部に炭化物が付着しており灯明皿と思

われる。 22は口径llcm、器高 2.5cmで口縁部が極

端に薄い。胎土は乳灰色でやや粗、黒色結品を若

干含む。 f曲調は淡黄緑色である。 23は口径10.6cm、

器高 2.4cmで胎土は乳灰色で粗、粕調は黄緑色で

高台付近は露胎している。27は唐津の続と思われ

る。胎土は暗灰色でやや組、白色結晶を含む。粕

調は乳黄色で胴部下半と高台内部の露胎部は自然

粕がかかる。 28は楽焼の碗と思われるものでわず

かな破片だけである。図上復元より口径は約10cm

を測る。胎土は赤褐色で粗、白色結晶を含む。粕

調は茶褐色を呈す。

e. 盤、播鉢、壷、費(第11図)

29は盤で4分の l程度の破片なので図上復元で

ある。口径は約33cm、器高 6.5cmである。口縁部

はやや内奪ぎみで上部がくの字状に反り内側か張

り出す(縁を内側へ折り返している)。底部は若干

あげ底だが高台はない。胎土は淡赤褐色でやや組、

灰白色の結品を含む。 f曲調は暗い緑色でまだら状

に内、外面に施粕されるが口縁上部(口唇)は自

然粕である。やや小型のものがもう一点出土して

いるが計測不能であった。胎土はほぼ同じで、粕

調は淡黄緑色を呈し、均一に施利されているが29

同様に口唇部は自然粕である。30は矯鉢で、口径

35.3cm、器高11.5cm、約3分の lを欠損する。色

調は乳黄色で外面壁は剥落がひどく内面壁も卸し

目が上半部にわずかに残っている程度で浅い凹み

を有すほどに摩耗している。又内面の底部付近を

中心に約 lmmの厚さで炭化物が付着しており鍋と

しての用途もかねていた様である。 31は鉢で口径

約18.8cm、器高 5cmで、ある。口縁部はくの字状に

反る見込み部分は段を有し凹む。高台内部は丸味を

もち高台周辺には幅約 1cmの削りが環状に入る。

胎土は澄褐色でやや粗、利調は灰緑色で内面は全

12 

面に施利されるが外面は胴部上半までで、下半部

から高台内部は露胎する。32は釜で口径約10.5cm、

最大径25.2cmを測るが器高は不明、胎土は淡灰色

で小砂を含みやや組、内面は無粕だが外面は自然

粕の赤褐色が主だが部分的に極めて薄く緑色素の

粕が施されている。 33は比格的小型のき震である。

口径22.2cm、最大幅は胴部上半で23.5cm、器高27

cmを測る。胎土は淡赤褐色を塁しやや組で小砂を

含む。内面、外面共自然粕で淡灰褐色を呈す。

f. 徳利(第12図34-37)

34-36は頚部が長く f本部が丸味を帯び肩が多少

張るもので、 37は頚部が短か くやや筒状のもので

ある。34は、口径 4.2cm、最大幅 (肩部)15.8cm、

器高26.9cmである。胎土は淡灰色でやや精良、黒

色結晶含む。粕調は淡灰色で外面と頚部内面に施

粕される。35は染付徳利である。36は、利調が外

面は緑褐色を呈し、内面が茶褐色を呈すもので体

部の器厚が極めて薄い。37は鉄粕の徳、利で紬調は

黒褐色を呈す。

g. その他(第12図38-39)

38は千鳥香炉である。口径 6.8cm、器高 6.1cm 

高台を有すが3個の足がつく (地につかない)。胎

土は乳灰色でやや粗、粕調は外面が淡緑灰色で内

面が乳灰色を呈す。39は染付の水滴と思われる。

7. 8X7. 8cmの正方形で高き5.1 (現存)、上部に注

口がつ くと思われる。胎土は乳白色でやや精良、

黒色の結品を有す。粕調は乳白色で底面だけ露胎

する。文様は格子状のものや唐草等を施している。

鉄製品(第13図)

a. 小札(1-5) 

長さ、幅等が多少異なるがいずれも穴は 7個ず

つ2列の14個と思われる。

b. 釘(6-13) 

いずれも角釘で長さは 5cmのものから、約llcm

のものがある。完形品には全て傘が顕著にある。

板材が残存するものはない。

c. 鈴 (14-15、19-20)

14は、長さ約llcmで尖頭部を欠く、 15は長さ約

7.5cmで片方の尖頭部を欠く、 19、20は扇平なも

ので、 19は長さ約 5.5cm、20は長さ約 7.7cm (現

存)でいずれも尖頭部はほとんど欠く。

d. 環 (16-18)

16は惰円形を呈し長軸 4.2cm、17、18はほぼ円

形で、 17は径寸 3.2cm、18は2.2cmである。 16、

，. 
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14 第8図舶載磁鶴(染付皿)
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国産陶器(瀬戸・美濃19-26唐津27楽焼却)
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第12図 国産陶磁器(徳利、香炉、水入)
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第14図銅製品

17は合せ目が認められないが、 18は合せ目が若干

離れている。

e. 釣針(21)

頭部を欠くが角釘を利用していると思われる。

f.鈎(22-23)

22は完形品で全長 9.1cmで頭部の方が細くなる。

23は扇平なもので上部を欠く。

g. 鍋、鍋舘(30-33)

30は肉厚のもので胴部がやや張り口縁部がくの

字状になる。 31、32は薄作りで、 31は反りはなく

直線的に立ち上り、吊耳を有す。 32は若干反るも

ので頚部付近の隆起線の下に突起物がある。 33は

断面形が円形の鉱である。

h. その他(24-29)

24、25は火箸と思われるもので幅8-9cmある。

28は灯明皿と思われるもので、平面形がやや権

円形を呈す。長径13.6cm、短径12.8cm、器高 2.5

cmで、さらに口縁部に約 2.5cmを有す取手がつい

ている。 29は煙管の吸口部と思われるもので現存

長 5cm、最大幅約1.5 cmある。 26、27は不明。

20 

s 

~ 
T' 

銅製品(第14図)

1は鋭の小破片だが比較的大きなものと思われ

る。 2は香炉の破片である。薄作りで頭部がやや

くびれ隆起線が一条走る。 3-5は煙管で3は火皿

部分で4、5は吸口部分である。 4には内部に竹

管か・残存する。 8、9は小柄の柄部である。 8は

直線を連続して描くだけの文様を施す。 9は全

長9.5cmで、身部を若干残す。 10は姐である。 11

-18は建具類と思われるもので装飾金具であろ

7。

石製品(附図 3・1、2)

1は臼で上臼部である。直径32cmでひき手を差

し込む穴の対面は幅 5.5cmの浅い凹みがある。磨

面は 6条-10条単位の卸目を有す。 2は盤と思わ

れるもので一辺が39cmの正方形を呈し、四隅に削

り出しによる足をもっ。表面は入念な研磨を施し

ているが、若干ノミの削り痕か喋る。

(藤田登)



2.勝山館跡における出土遺物の小括

勝山館跡出土の遺物については各年度の事業概

報その他で一部紹介しているザここでは館神八幡

宮跡南方の旧沢地内で検出された膨大な遺物廃棄

層の中心と目される27K2・7区を本年度基底部

迄完掘したのを機に同区及び周辺出土品を概括し

た。本遺跡における出土傾向と分類の大要を示す

ことにより、遺跡内各地区の特徴把握の目安とし

他方各地類似遺跡との比較資料としてこれを呈示

し、諸先学のご教示を項戴して本遺跡の一層の分

析を図りたく願うものである。

a.陶磁器

第21折込図第 1表はここで扱った陶磁器の一覧

であるザ舶載品より国産品の方が多い官}舶載品は

白磁、染付、青磁、赤絵の順に多く、国産品は大

半が美濃の灰粕といわれるものである。全製品を

通じても美濃灰紬製品が最も多い。器種別では全

体に皿が圧倒的で、あるが、国産品に比し舶載品中

の碗の率が高い。これは青磁及び染付の碗の量に

よるものであるが、特に青磁続の比率が高い。

21図!表、 2は出土した陶磁器のうち表 1下段の

5，035点を分布図に示したものである。大半が空壕

C外側の旧沢地内に集中している。空壕Aの覆土

からは殆んど出土しでいない。旧地形を破線で示

している部位は未発掘区である。

1.分 類同

(1)青磁:碗、皿、小時その他が出土している。

(第15図、 PL14)
碗端反りする I群と直口する E群があり後者

には無文のAと蓮弁文を有する Bがある。

第I群端反り口縁碗 (PL14-1 - 5) 口径

14cm (1 -3)、12-13cm(4、5)がある。 lは

内面体部に印花文がある。 5は浅く器高 4.5cm余

と推定され、腰折血とすべきかも知れない。高台

裏の粕を拭っている。

第H群A 直口縁無文の碗 (PL14-6-10)

口径14X底径 5cm程の深めの碗である。高台は各

種が見られる。 8は畳付，高台裏が露胎、 9は高

台裏の粕を拭う例、 10は高台内側迄施粕され高台

裏が露胎の例である。いずれも見込みに印花文が

ある。本遺跡概報(以下概報と記す) II 9図29、

30も同類である。

第E群 B 直口縁蓬弁文碗(第15図 l、PL

14-11-21) 3類に分かれる。 IIB1としたものは

J 

箆描きの蓮弁を有するものである (11-13)014は

巾広く箆彫りを施すもので本類に含まれるかと推

する。 IIB2は簡略化した剣先蓮弁を有する全面

施粕の碗で高台裏の粕は拭われる(15図 1、PL

14-15-17、21、概報II9図27)。口径14cm程で

丈高の大形のもの (Pしー17)と口径12X底径 5

×器高67cm程のもの(図一 1)がある。蓮弁や剣

先の形状に各種があり 16のように広い間隔で沈線

を施す例もあるが一括した。 IIB3は、口縁下に

雷文の省略形と思われる横線が描かれる腕である

(Pし-18-20、概報II9図28、[[12図14、15)。口

径12X底径 5-6X高5cm程の低平で口縁内抱え

気味の器形である。 PL-20は櫛状具による 4条

の波状沈線が描かれる例で白磁にも類例がある。

回一14、15の例は高台が外に開き畳付き、高台内

が露胎で削り痕を残したままとなっている。

皿稜花皿と丸皿があり95%が稜花皿である。

いずれも大小の別がある。

第I群綾花皿(概報II8図.P L 12、[[-P

L 2)口径14X底径6.6cm程のA、12X5.伽 n程のB、

12X4.5cm程のCがある。Aは内面口縁下に劃花文

が描かれる。 II8図23によれば見込みには印花文

が施され、高台裏は露胎となる。尚、本例は裏に

「大jの墨書がある。無文のものもある。 Bは内面

全面施粕で口縁下に劃花文が描かれ圏線が見込み

にl条繰る。一部高台迄粕がかかり、高台内が露

胎のもの、見込みに圏線 l条が繰りその中央と高

台畳付以下露胎のものがある。 Cは内面口縁下に

複数 1単位の劃線を施し見込み中央、高台畳付以

下露胎である。見込みに圏線が繰るが粕がそこ迄

いたっていないものもある。 B'Cのいずれに属

するかは不明であるが、無文のものもある。

第E群丸皿(概報II9図)口径14X底径 6.0

-6.6cm程のAと12X5.6cm程のBがある。 II9図

25は全面施粕で高台裏を拭うものである。口縁下

内外面に劃花文を描く。見込みに圏線がl条繰る。

同26は見込みの粕を拭うものである。

盤その他 (第15図 2、PL14-22-30)その他

のものとしては、盤 (pL-22、23、28)小坪(図

2、PL-27)香炉 (PL-24-26)袋物(同

29)獅子? (*注等の一部か一同30)等がある。

(2) 白磁:碗、皿、小型不、偏査等が出土してい

る。(第15図、 PL15)

碗深目の I群と器体内抱え気味に立ち上がる

21 
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第15図 舶載磁器(青磁、白磁)

低平な E群がある。

第 I群 見込み中央が高台際の位置よりも下る

蓮子碗に近い器形と推定される深目の椀である

(図-3、PL-1-3lo 1、2は口縁部破片で口

唇の厚さが1.5mmと下端の厚さのM以下に減じら

れ、角ばった形状を呈す。 3は胴下部の破片で、

見込みから緩やかに立ち上るようである。高台畳

付、内が露胎となる。畳付は面取りがなされる。

第E群 器体が内抱え気味に立ち上がり外面に

蓬弁や雷文の省略形を沈線で施す低平な碗で口唇

が厚い(図ー4、PL-4-6)oPし-4は口縁

下 2cmの巾を横線で劃して文様帯とし、入組文風

の崩れた雷文が繰る。 図-4、PL-5、6は同

様に l又は 2条の横線で文様帯を劃し、上半には

櫛状具による 3-4条1単位の波状文を施し横線

下は縦に 1cm程の巾で沈線を垂下する。 5は更に

下位にも横線を繰らし格子状を呈する。 7は横線

22 

が器体全面を繰るらしい。

皿 V群に分類した。

第I群 高径 8.5X底径 4cm程で削り出し高台

の皿で高台が露胎の 1 (回一5、6、Pし-9) 

と全面施粕の 2 (図-8、PL-10、概報IIIll図

4 )がある。 図6は挟りのある切り高台のもの 5

は輪高台のものである。6には重ね焼の痕が見込

みと畳付きにある。概報皿11図4は切り高台、 図

-8は糸底山見込み蛇の目である。

第E群 端反り口縁糸底で高台、見込みが露胎

のもの(図-9、PL-ll)。

第E群端反り口縁糸底全面施粕の皿、口径16

×底径 9cmの大形のもの(図-10、PL-12)、同

13X 7、12X6、llX6、8.5X5. 6等があるが、

12X 6 cmのものが99%を占める。高台裏に銘文を

有するものも本群に含めた。

第N群 底部から一気に外反する揚底状の皿、



口径16X底径 9cmの大形と(図ー11、PL-13)、12

X 6.5 cmの二者があり後者が97%を占める。

第V群輪花皿である。(概報Ill11図 5)

第羽群 面取りの畳付をもっ厚手底部破片 (P

L-14-16)。高台の高い例があり盤かと推される。

小I不 3群に分類した。

第I群 削り出し、露胎の高台で挟りのある切

り高台八角係(概報田11図9)、輪高台見込み蛇の

自のもの(図一 7、PL -8) がある。

第E群 全面施粕糸底の高台で張り出した腰部

から立ち上がる。見込み蛇の目(概報II5図10)。

第四群 一気に外反する揚底全面施粕の杯。畳

付露胎。概報田11図 lは見込み蛇の目で高台内・

裏に放射状の削り痕がある。

その他、偏査が出土している(概報II5図11)。

(3) 染付:碗、皿、小杯が出土している。

腕 6群に分類した(第16図、 PL2、16-18)。

第I群 削り出し肉厚で外開き気味の高台の低

平な碗 (17図 l、PL2、概報II7図16)。畳付き

を平らにし、高台内、裏に削り痕を残す。外面口

縁下に圏線がl条繰り、折枝文風の文様帯が上半

に横環する。内面口縁、見込みに圏線を 1条繰ら

し中央に福字を行書体で配している。

第E群端反り口縁、畳付き面取り、露胎のも

の(図一 2、PL16)。内外口縁に圏線を有し外面

体部文様帯、腰部文様帯を有する 1 (PL-1-

16)と口縁に波議文帯を有する 2 (P L-17)が

ある。 II-lf本部文様帯には唐草文・丸文等の連

続文様が回線するものと、折枝、蝶、党字?、人

馬、飛雲等の意匠文を配するものがある。腰部文

様帯には如意頭状の渦文、変形した向車l械式蓬弁、

圏線等がある。

図-2、PL-10は概報 II8図21である。

第皿群所謂蓮子碗のもの(図-3-6、 PL

17-1-18)。本群は口径15.5X底径6.0X器高 5

cm程の低平で高台畳付きが角に面取りされ露胎の

A、15.5X5. 2X6. 5cm程の高台が小さく丈高で畳

付きが三角形のB、12X4 X5. 5cm程の小形の C(図

-6)に分けられる。いずれも口端は角張る例が多い。

第困群A (16図3、4、PL-1-9) 口縁内

外に圏線を繰らし体部、腰部文様を施す。体部文様

は唐主主文、追羽根状に丸を重ねたもの、梅月文、

アラベスク文?等がある。唐草文の腰部には蝶IJ暢式

蓬弁の略形、渦文状のものが、アラベスク文の口

縁にはj皮濡文が施される。

第四群B (図 5、PL-10-13)文様構成は

IllAと共通するものが多いが、本遺跡では、口縁

にj皮溝文帯を有し体部に芭蕉葉文を施す例が大多

数を占める(概報II7図19、I1112図12)0PL17-

13はこの変形と思われる。PL-15-18はA、Bの

識別ができないものである。概報IT7図18は55年

度建物跡から出土した本群に含まれるもので焚字

が外面・見込みに配される。

第N群 腰の張る角ばった薄手の椀(図一 7、

PL21-27)。口縁にj皮j審文帯を配しf本部にアラベ

スク文を描く。 22は腰部に如意頭を細〈線描きす

る。 23-27は器厚、口縁形態から本群としたが他

に例を知らずむしろV群に属するのかもしれない。

第V群所謂銀頭心のものである (PL-19、20

28-31、40)。見込みに人物、唐草?文等を描く。

体部は内外に圏線の繰るもの、内面のみのもの等

がある。 19、20、40も本群と思われる。

第VI群端反り口縁薄手硬質感のもの (34-39)。

圏線を有するものと外面に草花文等を描き内面口

縁に四方判事文を施すものがある。圏線の数等は数

種ある。 34-36は第E群に比し小形丈高のもので

あり本群に含めた。

血 8群に分類した(第16、17図、 PL18、19)。

第I群 削り出し高台、畳付以下露胎の皿。高

台内に削り痕か残る。直口縁A (16図 8)と端反

りする B(概報II8図22、皿12図13) がある。8

は器体内外に圏線で文様帯をJiJし外面に折枝文を

描く。見込みは蛇の目である。

第E群端反り口縁、畳付きを角に面取りする

皿で、底径8.5cmのA(PL18-1 -5 )と6.5cm程

のB (同6、7)がある。 Aには外面に連続する渦文

を描き見込みに党字?を配するもの、見込みに人馬、

草花を配するもの等がある。 Bには草花文、唐子

文(概報II7図20)等がある。 8は外面に唐草文

を描くやや小形のものである。文様の描法に皿群

以下と差違があり本群に含めた。

第皿群端反り口縁糸底の皿(PL18-9、10)。

口径12X底径 7.0cm程のAと9X 4cm程のBがあ

る。 A、B共圏線を内外に繰らし外面体部に唐草文

を内面見込みにAでは獅子文をBでは鴻磨文を描く 。

圏線の数、見込みの文様に変化がある。 Aが多い。

第N君主 碁筒底の皿である(第16、17図、 PL

18)。口径12.6X底径5.0cm程のA、11.2X4. 2cm程

23 
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第17図舶蛾磁緑(染付皿)

のB、9X 4cmのCがある。 Aの見込みには吉祥文、

人物、花鳥が箔かれる (16図 9、18図 1、Pし-

11、12)0Bには吉祥文、魚文、花鳥、捻花、焚字

文、圏線のみ等がある (17図2、概報II6図、皿

11図)。各々圏線、施利部位等に変化がある。吉祥

文が最も多い。 Cは見込みに十字花文の描かれる

輪花の小皿である。高台脇以下露胎を示す(概報

や でこZF
¥三二二二士一二二二"，.r--- 5 

10聞

UIll図)。

# 

第V群 口径13cm程の端反りする皿 (PL-13 

-15)。外面に圏線と唐草文を描き内面口縁部に四

方様文を配す。 15は外面圏線のみのものである。

第百群 内毒気味の丸皿(図-4、5、PL18 

-16-24、19ーし 2)。外面に折枝文・王様花等を

描き内面口縁に四方棒文を描く (PL-17-19)。

25 
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内外圏線のみで見込みに獅子文を描くもの(同21

-24)、圏線のみのもの等がある。図-5、PL19

-2は高台を面取りし見込み蛇の目の小皿である。

第vn群底部から一気に外反する皿(PL-3)。

外面は青磁粕で内面口縁と見込みに圏線が繰る。

第 四群腰折皿 (17図 3、Pし19-4)。口径14

cm程の薄手の皿である。外面腰部に蓬弁の略形を、

見込みに雷文を描く 。緑色気味の発色である。

小杯、薄手、口径の小 さい端反りの器形 (PL 

-5 -9)。唐草、 折枝文等が描かれている。

(4) 赤絵:碗及び皿が出土している。(PL2)。

椀は口径12cm器高 6cm程の端反り口縁部破片、底

径 5cm程の底部破片及び胴部破片である。口縁部

破片は加熱を受け変色している。口縁内外に圏線

を繰らし外面体部に宝相華又は八宝唐草文を描き

内面無文とするようである。底部片は畳付きを面

取りし、以下露胎である。見込みには草花文が描

かれるらしい。胴部片の外面には呉須の線描があ

る。 皿は端反り口縁高台糸底のもので、呉須、緑、

赤で描かれる。内外共口縁に圏線を緩らし、体部、

見込みに草花文等が描かれるらしい。今ーはやや

内王ぎする口縁部破片で口唇の半分と内面口縁下 7

m程が露胎で外面に菊花?を描く。高台脇に圏線

の織る底部破片は全面施粕で55年度建物跡、より 出

土のものである。

(5) 美濃 :灰粕と鉄粕があり各々碗皿等がある。

灰糊碗(第18図、pLl9)。少数であるがN群に

分類した。Iは右糸ザ~]jまで高台脇以下露胎のもの

である(図-16、PL-15)0 IIは削し出し輪高台

で露胎のものである (Pしー14)0illは全面施粕の

続で口径12X底径6.5X器高7.0cm程の丈高のA(図

-11、PL-10)と12X5.5X6. 5cm干呈の底の小さい

低い B(図-12、13一概報II12図55、ill13図23に

同じ)である。輪ドチ痕が残る。Nは全面施粕で

口径の大きな平碗である (図-14、PL-11)。

灰紬皿 9群に分類した(第18図、PL19、20)

第I群削り 出し、露胎の高台のもの。底径 9

cm程で高台見込み共露胎の1-1 (PL19-13)、同8

cm程で高台脇以下露胎の1-2(PLl9-12)、口径11.6

×底径 6X高5.5cm程の腰折皿とされる 1-3(P 

L20-1)、右糸切底の 1-4 (図-l5，.PL2ひ-8)

である。 12、13は底径が大きく 皿 というよりは盤

かと思う 。

第E群端反り口縁付高台全面施粕のもの(第

26 
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18図 2-5、PL20-9)。径14cm程と推される口

縁部破片や 9cm程の底部破片等から推測される

大形のA、口径11-12X底径 5-6cmのB、8-

10X 4 -5 cmのCに大別できる。径 9cmf呈の底部

破片は器厚も 7.5mmと厚〈盤かと思う。見込みに

菊の印花文がある。BCには器高が3.2-2. 2cm程

まで各種あり腰の張るものと腰のないものがある。

口径11X底径6.0X器高2.2cm程のものが過半で、

11X3. 5X2. 7cm干呈のものがこれに次 ぐ。 Cも2.7 

-2.0cmと各種あり 8X 5 X2. 5cmのものが最も多

い。印花文の押される例が多い。菊花が最も多い

が花弁等に変花がある。小形Cのものには、橘や

酢紫草が多い。

第皿群内tJJlIII.(図-6、PL-2)宮口径 9X底

径 5cm-11X 7 cmの各種がある。

第N群 内奪気味に立ち上がる全面施粕付高台

の皿(図一7、8)で口径11-12X底径 6cm程のA、

10X 5 cm程の Bに二分したが、 10X5 cmのものが

%、 11X5 cmのものが必弱を占めている。Aには

器高3.0cm以上のものと2.5cm程のものがある。こ

れらの関係については分析中であり後考したい。

第V群 底部から一気に外反する皿である(図-

9、PL-3)。口径11-12X底径 6cm程で、ある。

VI群 丸皿の内面に鏑削りが繰る所謂菊皿であ

る(図-10、PL-4)。概報田13図28は10と同一

個体である。後述の咽群と共通するが鎮の巾は 5

mm以下と細い。

vn群 折 縁皿である (PL-5)。概報II10図29

は建物跡出土のものであるが、厚手、低平であり

同 PL2で見るように粕調も黄瀬戸に近く本例と

異なるようである。

咽群 折縁皿に錆の加わる所謂折縁菊皿である。

(PL-6)粕調はVI、Wと同じく透明感が強い。

立群 口縁部を内外からつまみ変化をつけた援

皿である (Pし 7)。小片のため詳細は不明。

その他 小1午、があり印花のあるものもある(概

報ill)。建物跡では香炉が出土している。又畳付き

がすり減り、形状を止めないものや焼成後に畳付

きに複数の刻みを入れるものがある。両者が同一

個体にみられるものもある (PL-9、10)。

鉄納税 天目茶碗といわれるものである(第19

図)。高台、口縁部の形状の速い等により 3群 5類

に分類したtJ}

第I群 削 り出し輪高台で高台脇の削り 巾が狭
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国産陶器(美濃碗、血)第18図
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第19図国産陶器(天目碗)



の 1(図-5、PL-12)、全面施秘の 2(図一 7、

8、PL-15)がある。

第N群襲血(図-9、PL-17)全面施粕で

ある。

その他 (第20図、 PL20、21)右糸切底の小坪

(図-4、PL-13)香炉 (PL21-1)仏花瓶類の

口縁部破片及び体部破片(Pしー 2、 7-2は脚と

しては広がりが小さいかと考えるJ口のすぽまる

小査(3)、鶴首の徳利の口縁(5)同じく袋物の胴

部片 (6)、小さな口の着く小萱 (8一茶入又は水

滴か)、竹節を型とeった水滴様のもの(9)がある。

4は内外口縁部のみ施粕の碗形のものである。又

10は55年度建物跡より出土の大海である。

2.小括

小稿で扱った陶磁器の概要を述べ併せて勝山館

の形成について若干記すものである。

青磁碗Iは沖縄勝連城、尻八館、浪岡城lこ類例が

あり IIAは、更に新巻本村にも見られる~' II B 1 
は洲崎館等(l~!こある。 IIB2 は尻八館、新巻本村、

根来寺等にある'ci~'''II B3(;I:白磁碗Eも含め朝倉館1¥，

j良岡城等1570年代落城の遺跡には見られないよう

である。青磁皿Iは熊本県城南町出土例から15世

紀迄遡る事が明らかであるtJ31白磁皿11は、勝連

く、口唇は薄く作り出され、括れが殆んどなく直

線的で口端が明瞭なものである(図-1、 2一概

報田13図22は 1と同一月

第E群 内反り高台で頚昔日が括れ露胎部に鬼板

が塗られる。口唇が簿く、括れの強い A (図-3、

4 )と口唇が厚く括れが小さく直立に近い Bに二

分した。 Aの粕調は黒昧が強〈、鬼板は紫昧のも

のが多い。 Bの粕調は茶色味が増す (5、 6)。

第皿群A 口縁(lぼ直立の輪高台の俄(7)。

第田群 B 口縁の括れが弱〈器高の低い碗で・あ

る (8、9)。

鉄粕皿 高台の形状、施粕法により 3群に分類

した(第20図、 PL20)。

第I群 削り出し輪高台腰折皿(図ー 2、3、'PL

-14)。内面全面外面体部上半に施粕される。粕調

は黒褐色と茶褐色があり前者が多い。見込みに重

ね焼きの痕が残る。後皿とされるものである守

第H群 口縁直口の丸皿。内外口縁付近のみ施

紬し内外面と以下に鬼板を塗る糸底状の 1 (図-

1、Pしー11)、揚底状に高台を削り出し畳付き以

下露胎の 2、高台裏露胎の 3がある。 2、 3の粕

調は茶褐色である(図-6、Pし-16)。

第国群 口縁端反りの皿。高台畳付き以下露胎
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城、尻八館、洲崎館等にあるν皿Nは、朝倉館、葛西

城にあり、葛西城では染付続町に伴うらしい151染

付碗Iは、他の資料と高台の作り器形等に差異が

あり区分した。パレスボールf抽の器形に近い。 E

群に近い類は新巻本村から青磁椀IIB2、染付皿

皿、美濃灰粕皿13等と一括出土している。 Nは

葛西城で出土している。碗VはJ良問城、根来寺等

にあり染付皿VIの獅子皿が伴うようである。染付

皿Iは高台の類似から碗 1!こ比定した。 IAは浅

い碗とすべきかも知れない。皿IIAはEと伴う大

形品の可能性もあるが、高台も異っており、碗E

に近いものと考えている。概報 II7図20の高台

裏には二重圏線内に明瞭な文字で「大明宣徳(半

欠)年造」銘があり追銘とも出来るが宣徳期の銘

と同様の書き方であり飛雲の特徴も類似するν皿

皿、 Nは浪岡城、大瀬川館にあ.り、大瀬川では魚

文が多いらしく勝山館と異るγ皿Vは根来寺にあ

る。 VIは上述の他に千歳市末広遺跡にあり Vの獅

子皿、美濃灰粕皿Eの中の腰がない類、 wと思わ

れるものが伴っているY美濃の製品は大祭期のも

のでありこれが16世紀を遡らないことは定説とさ

れている守山これにより新巻本村は16世紀初頭に位

置しよう 'o""JIll.N-IXは根城 S115、116土拡中から、

志濃、唐津製品とともに一括出土している21}堀越

城にもある?尚、皿E、N群は器形等に変化があ

り細分されることは末広遺跡の例からも首肯され

よう。内剥血は大窯E以降のものである。天目茶

碗の五区分は大窯のそれに比定出来るかと思う。

これらを整理したのが21図表である?

これにより本地区出土の陶磁器は15世紀後半、

館神八幡宮の創立年を大きく遡らない頃から 16世

紀末葉迄の約100余年間のもので、最も増大するの

は16世紀の中葉とすることが出来るア

一方これらの陶磁器の80%は27K2・7等の旧沢、

遺物廃棄層からの出土であり、その全体に対する

完掘割合はM以下と想定でき相当量の遺物の残存

が考えられる。又、この旧沢地形は空壕C形成時

の外壁として機能したものであろうし、空壕A、B、

Cは)1原に古くなることが概報E、皿で明らかになっ

ているので、この遺物廃棄層は空壕Cが廃絶され

Aの機能していた時期の形成とすることが出来よう。

陶磁器の大半は日常雑器であるが茶器(25J小I不等

もある。又館内での消費のみではなく道央、道東

への般入も行われたことは末広遺跡等からも予測

30 

されるところである{J'文献の蒐集、渉猟も不充分

であり、ご叱正をお願いしたし、。(松崎水穂)

〈註〉

(1) 史跡上之国勝山館跡 1-皿、上ノ国町教育

委員会、 1980-82、拙稿「史跡上ノ国勝山館出土

陶磁器」第 2回道南東北々部陶磁研究会発表要旨、

'81、同、「北海道上之国勝山館跡の調査」日本考

古学年報34、'83

(2) この表には、今回触れ得なかった本地区出

土の国産陶器(志濯、唐津、越前系婆・播鉢、美

濃系播鉢、かわらけ等)及び朝鮮系のもの約

350点、 57年度館神八幡宮跡出土中近世陶磁器、

1，246点、 55年度建物跡出土の1，569点、計 3，175

点余は含まれていない。又破片であっても同一個

体と判断したものは l点として数えた。

(3) 鉄粕の天自については舶載品を抽出出来ず

美濃に一括した。 f也臼を期したい。

(4) 分類については三上次男博士、佐々木達夫

助教授から昭55、56年にご指導をT員戴した。 57年

には染付について小野正敏氏、美濃について井上

喜久男氏からご教示を得た。感謝申し上げたい。

(5) 小林行雄、図解考古学辞典、 1959

(6) 楢崎彰一、美濯の古陶他

(7) 分類は次のように試みた、①輪高台と内反 '''o-:t;'! 

り高台に二分し、前者は更に高台脇の削り巾、底

径、口径及び器高の比、口唇の形態で二分した(I、

皿A)。内反り高台のものは底径と器高の比、口頚

の形態で二分した (IIA、皿B)。この四種に外れる

ものを IIBとし、その)1頃序は口縁の形態、脇の削

り巾、器高、粕調等と美i農の編年(註5他)を参

考としたが、充分ではなく仮説である。又口縁部

破片で、 IIAとIIB、田AとIIIBの区別のできない

ものは、 E、Eとして一括した。 (21図3)。

(8) 本群中には舶載品も含まれているかと思う。

(9) 鈴木重治1981、大橋康二他 '81、工藤清泰他、

'79-82、小野正敏 '81

(10) 上田秀夫1982

(ll) 尻八館、浪岡城等でみられる雷文の俄も本

群と同時期と思われるが勝山館からの出土はまだ

ない。

(12) 朝倉氏調査研究所1971-'81、小野正敏 '82

(13) 亀井明徳1981

(14) 拙稿1981

(15) 字田川洋、佐々木達夫他1975(以下72頁へ)
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b.金属製品(第22-25図)

(銅製品) (古銭を除く)

これまでに出土した銅製品の総点数は約 100点

で総重量は約l，300gである。銅製品の多くは万や

鎧などの武具の一部(旧沢地出土が多い)か建具

の一部(館神八幡宮跡出土が多い)である。今回

始めて密教法具の一部(25図8)が発見された。)1原

に新発見の銅製品を述べる。

1. 幅2伽1m長さ(現存長)83mmで直径28mmの管状

を呈する。表面が毛彫りされる。下段に一条の沈

線をめぐらし界とする。文様は波文を主体とし 2

径の花弁を交互に配す。槍柄の止具であろう。

2. 扇形を呈するごく薄い銅板に人面をレリー

フする。おかめの面をモチーフとしている。宣布り

金具の一種であろうか。

3. 小柄。外面全面に波銀されるが、部分的に

剥落し緑青を発する。中に小万が半ほどまで残り

その錆によって棟方が小口から割れる。大きさは

86X16X 4mmで重さは22gである。

6.部分的に鍍金のあとが残る。留金である。

(ナベロ縁の直径)(cm) 

(ナベ底部足の長さ)(mm) 

5-9(1) 

10-14(5) 

15-19(2) 

20-24(1 ) 

25-29(4) 

30-34(1 ) 

35-39(3) 

40-44(3) 

13 45-50(2) 

第22国鉄製品計測グラフ

大きさは30X10X3mmで重さは3.5gである。

8.密教法具の一つで、金剛杵あるいは金剛鈴

の中間部である。杷に球状の突起(目)を有し、四

方に配す。蓮弁は 6枚である。鍍金は認められな

い。大きさは46X17mmで重さは42gである。

9.甲胃金物の一種であり、止め金具であろう。

重さは 8gである。

10. 万の柄頭か鞘尻に付く金物であろう 。図上

復元での大きさは45X40X1伽1mで中は空洞。重さ

は17.5gである。

13.銅の溶解物である。全面に緑青を発す。大

きさは60X40X139mmで、重さは74gである。

(鉄製品)

これまでに出土した鉄製品の総点数は約 2，200

点、で総重量は約50kgに達する。出土した鉄製品の

うち品名のわかるもので多いのは鍋(食)、釘(建)、

小札 (武)である。それぞれの点数と重量は、重

量分布図に記しである。これらの分布は総じて旧

沢地に集中する、旧沢地と館神八幡宮周辺との分

布のバランスは釘では館神八幡宮が、 小札 ・鍋で

45-

50-

65-

70-

75-79(1 ) 

80-84(1 ) 

85-89(1 )合

95-99(1) 

100-105(1) 

110-114(2) 

〈クギの幅〉

4 ( 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

(mm) 

。J、札の長さ (2列穴))(mm) 

55-59(7) 

60-64(3) 

65-69(12) 

70-74(3) 

75-79(1 ) 

〈小札の幅(2列穴))(mm) 

20-

25-29(1 

30-34(2) 

(小札の長さ(3列穴))(mm) 

55-59(5)議欝

60-64(2)事

65-69(1)] 

70-74(1)詰

〈小札の幅(3列穴))(mm) 

25-29問機
30-州選
35-39(2)議
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は旧沢地の方が多く分布する。

11.先端部一側縁にかえりを有し、先端は尖鋭

である。基部近くでややくびれる。端部は欠損す

る。断面はややつぶれた方形を呈する。三本ヤス

の外側の一本であろうか。大きさは85X4 X 3mm 

で、重さは 3.7gである。

12.極めて細い。両端部を欠損する。やや弾力

性がある。針であろう。断面は円形に近いが隅丸

方形とも言まる。

14. 甲胃の小具足の一つで、純手の一部であろ

う。断面がやや弧状を呈する鉄の板札を径が5mm

の鉄の鎖でつなぎ合わせたものである。

15. 三側緑が直線的な口縁を持ち、小皿様を呈

する。口縁の一部が欠損する。錆が全面に進んで

おり、形態をよくつかめない。大きさは70X1伽m

で、重さは42gである。

16. U字形を呈し、先端部は欠損する。和銀で

あろう。上側面から見ると刃が交叉している。ま

たU字形の柄を押すと弾力性がある。

17.短冊形を呈し、先端部はやや鈍い角度で尖

34 

がる。頭の縁は打撃のために捲れる。小形の鎌(タ

ガネ)であろう。断面は長方形。大きさは62XlO

X 8mmで、重さは17gである。

18.鋸である。現存長は 215mmで幅は最大28mm

と2知mで厚さは 2-2. 5mmである。歯道は内奪し

背は外王ぎしている。鋸歯のアセリは認められるが

ナゲシは不明である。歯は二等辺三角形のようで

2 cmで5枚の割合で目立をする。

19. 口径約12伽吋同部径2仙 mの茶釜である。今

回は図示していないが、これに見合う蓋も検出さ

れている。

(鉛・ガラス製品)

4・5はともに鉛玉である。 4は表面に白粉(鉛

サピ)付着。ややいびつな球形。大きさは12.4X

11mmで重さは 8.7gである。 5は表面が部分的に

青灰色(鉛色)で、全体は淡い茶色である。器面

の一部に圧痕有り。大きさは12.5X11.8mmで、重

さは 6.7gである。

7.中央にー穴を穿つガラス玉。コバルト色で

比較的光沢を持つ。いわゆるアイヌ玉とよく以て

第23図 鉄製品点数および重量分布図

(g) 
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いる。大きさは 9.5cmX7mmで重さは、 0.89で

ある 。 ( 前田正憲)

c.鉄浮(第26、27図)

現在までに出土した欽j宰の総点数は約 600点で

総重量は約33k9に達する。これらの鉄淳の多くは

旧沢地を中心とし検出されている。旧沢地周辺は

鉄淳の散布地で、あり、石製羽口の検出地でもある2i

鉄j宰の分布状態は旧沢地内西側に多く分布するよ

うである宮

当遺跡出土の鉄j宰は99%以上が椀形鍛冶j宰であ

る?なお炉内j宰が1点あった。鉄i宰全点の最大長

を計測した結果およそ 3段階のまとまりが見られ

た。それは4伽m.6伽lm.9伽1mをそれぞれ中心とす

るものである。しかし、 5伽m以下の鉄浮は大半が

破片である。したがって6伽 m.9Ommを中心とする

2段階が主であると言える。

以下に代表的な鉄j宰を述べる'~' (1-3) 

1.いびつな球状を呈する炉内淳である。破面

は無く、部分的に小豆大のコ 7'~犬の突起がみられ

る。表皮は強く酸化(鉄サピ色)する。表面に大

きなヒピが走る。ヒピの内部は黒鉄色で部分的に

赤褐色を呈す。強く磁着する。大きさは46X34mm

?重さは979 ある。

2. 三側面に破面を有する椀形鍛冶j宰である。

上面は大きな気孔と木炭痕を有する。下面はやや

凹凸がある。表皮は酸化(鉄サピ色)し、裏面は

赤褐色を呈する。破面は青黒色で多孔質、全面に

~~\，ミ磁着がある。大きさは90X80X32mmで、重さ

は1259である。

3.長円形の平面を持つ椀形鍛冶j宰である。上

面は中央がやや窪むがほぼ平坦で、裏面は中央が

やや滴下する。表皮は酸化(鉄サピ色)を呈するが

上面は部分的に、下面はほぼ全面にやや暗い赤褐

色を呈する。一側縁と底面の一部に破面を有す。

破面は青黒色を呈する。全面に磁着がある。大き

さは58X47X2伽mで、重さは599である。

相関表内の番号は図示した鉄淳の番号を示す。

lは比重が高く 2は比重が低いと言える。

鉄津まとめ

これまでの調査では製鉄祉関係の遺構は確認さ

れていない。しかし大形の石製羽口1. の検出ある

いは多量の焼土の廃棄などから、かなり大規模な

操業を容易に想像出来る。今後の調査課題はこれ

ら遺構の検出であろう。出土した鉄j宰はほとんど

が椀形鍛冶浮(6'である。その具体的な操業段階 ・

技術・規模の解明は粒状淳、鍛造劇j片などの検出

と、化学分析による冶金学的データを得なければ

ならない。(前田正憲)

〈註〉

(1)分布状態が極端に異なるのは、旧沢地トレン

チ掘りによる部分的な発掘のためである。

(2) 旧沢地トレンチ掘りの結果多量の鉄淳、石製

羽口、多量の焼土が廃棄されていることが確認

された。つまり旧沢地からそう遠くない距離に

鍛冶祉などの製鉄関係の遺構が存在する可能性

が高いことを示唆している。

(3)鉄浮に関する肉眼鑑定は産業史研究所穴沢義

功氏にお願いした。また多くのご教示を受けた。

記して感謝の意を表する次第である。

(4) 穴沢氏には、この 3種の鉄j宰をそれぞれ 1) 

炉内浮、 2)精錬鍛冶椀形淳、 3)鍛錬鍛冶椀形

浮の可能性の高いものとして選んでいただいた。

(5) 概報皿、P29第15図に図示。

(6) このことについて穴沢氏から、炉内浮を原料

として持ち込まれた可能性が高いと示唆された。

鉄津計測グラフ

10-19(9) 

120-1 

130-139(0) 

140-149(0) 

150-159(2)j 

最大長mm
( )カッコ内は個数

第26図鉄湾計測グラフ 37 



数量分布図

150 50 10 5 1 
以 ¥ ¥ ¥ ¥ 
上 10019 9 4 (個)

鉄j宰相関表

畳大長

o 1020 30 40 50 60 70 80 90 100 110 130 140 150 (mm) 
o -.J 1 I I I I I I I I I 

20-
40-
60-
80-
100 
120 -
140 -
160 -
180 -
200 -
220 -
240 -
260 -
280 -
300 -
320 -
340-
360 

重 380-
400一

量包)

38 

重量分布図

切以上

30-49 
15-29 
6-14 
2-5 

(個数)

でごコ 2

)
 

6
8
 

1
1
m出

向

"v

内
切
d

0
1
9
 

・E'
a
a
-
-

A
H
U

内

wd

切

i
m四

m
w
m
w
 

m
l
n
 

剛
一
以
上

。-cc 0-)) 
ミ-;;}3

1伽n

第27図鉄浮分布図、相関委・実測図



d.骨角器(第28-31図)

今年度までに出土した骨角器は318点にのぼる。

主な出土地区は27K2・27K4・27K7区である。骨

角器の種類は、中柄・骨鉄(ヤス)が主である。

しかし中柄に装着される可能性のある刺突具は回

転式銘頭が1.)点出土しているだけである。次に代

表的な器種をjJ原に述べる。

(中柄)(1 -6・8-15) 

総点数 220点で全骨角器の%以上にあたる。中

柄に使用される材質は、陸獣骨(シカ含む)と海

獣骨(クジラ含む)とがあり、約 2: 3の割合で

海獣骨(クジラ含む)が多い。

本来中柄は単体で使用されるのではなく、先端

部に銭あるいは銘頭のような刺突具を装着させて

柄に固定し使用するものである。したがって中柄を

形態分類する場合先端部の形状によって分類する

のが適当であろうと思うし、この違いによって装

着される刺突具も異なると考える。

本遺跡の場合、その断面形で大きく 2種類に分

類することが可能で、ある。それはA、半円形を呈

するものと、 B、円形を呈するものである。

A. 半円形を呈するもの。(1-6)これらは比

較的大形のものが多く、一側縁を平担に削りその

結果断面形状が半円形もしくはかまぼこ形となる

のが特色である。図示したもののほぼ閉じ部位の

断面形を計測したところ一定の規格性のあること

がわかった。つまり幅が4-5mm厚さが3mm前後

なのである。これら(1-6) はほぼ同じような a

雌形を有する刺突具が装着されると考えられ又、

その先端部の幅と厚さから、さらに種類の細分さ

れる可能性もある。

なお、基部に関しではえぐりのあるもの(3・4) 

とゆるやかにテーパーしてえぐりの無いもの (1・

2・5・6)とがある。

B.円形のもの。(8-15)これらは比較的小形

のものが多く、先端がみな鈍円となるのが特色で

ある。その主なものを述べると、先端部断面形が

円形(8.9・14・15)と長円形(10-13)のものとがあり

さらに円形のうち14・15のように先端部をテーパ

ーの度合が大き くなるように加工されているもの

がある。これら 3種はそれぞれの雄形に見合う雌

形を有する刺突具が装着されると考える。なお、

7の回転式銘頭は 8 ・9のような雄形を有する中

柄に装着される可能性が高い。

骨盤・ヤス(16-20・22-25)

総点数25点である。しかしさらに分析を進めれ

ば点数の増える可能性もある。材質は陸獣骨製(シ

カ含む)が多い。鳥骨製が1点ある。

16-20・22は中柄の可能性も考えられるが、先

端部の形状があまりにも細く華奪である。むしろ

尖鋭に作出されるところから骨鉄あるいはヤスと

して考えたい。 22は中間部基部の断面形が長円形

である。 23-25は骨鍬と考えられる。 23は逆鈎を

有する。 24は鎌身部断面が半円形で25は鍛身部に

一条の稜を有し両側縁が鋭利である。骨鍛は図示

した 3種 (23-25)が代表的で点数も多い。

ただし、図示していないが貴族身部に 2段に逆鈎

を有するものや、四半載した鳥骨を鍛として利用

するものもあり、バラエティーに富む。

骨量十(21・26)
総点数3点である。このうち 2点を図示する。

21鳥骨製。四半載した鳥骨の端部を尖鋭にし 2穴

を穿つ。一端は欠損する。 26陸獣骨製で、重さは

7.49である。両端を尖鋭にしー穴を穿つ。

骨製柄(27)

小万類骨柄である。鹿角製で端部にー穴を穿つ。

盲穴で目釘穴はない。

未詳品(28)

銘先の形態を持つ。鹿角製で、海綿質の部分を

挟って茎溝を作る。両側緑に挟りを有し、基部近

くに突起を有す。一側面に刻線文様を付す。使用

された痕跡はない。またこの骨角器の反り方も不

自然で柄に装着した場合先端は柄の中心線上から

大きく外れてしまう。鈷としての機能は無く、ア

クセサリーか針入れの可能性が高い。

未製品(29-35)

31・34はクジラ骨で他は鹿角である。 29-31は

小板状の素材である。 29の上端の加工痕はこの小

片を剥ぎ取る以前の加工痕で、おそらく鹿角を切

断する際の加工痕であろう。 30の上端の加工痕は

剥ぎ取った後に逆V字形に加工したものである両

側面の加工痕も同様におjぎ、取った後の加工である。

29は一応素材として扱ったが剥片の可能性もある。

29・30の鹿角からの剥ぎ取り方向は下方より上方

へ向かう。 32は外面を整形された鹿角である。 33

・35は切断された鹿角であり、 34は切断されたク

ジラ骨である。なお石器による擦載技法痕は認め

られず、すべて小万かノミ状の工具による。
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松前城資料館収蔵資料(36-42)川

これらは松前城資料館収蔵資料で、実測する機

会'"を得たのでここに紹介したい。これらは考古

学的資料ではなく、アイヌの民族資料である?川

36 竹鍬である。根曲り竹を使用。外観は、両

側縁がややふくらみ基部両側縁を狭入する。この

部位を糸で縛る?基部は逆鈎状となる。挟入部より

上方の両側縁は極めて尖鋭である。裏面中央はや

や窪み{F基部に逆台形の断面形を呈する茎溝を有

す。重さは 19である。

37-42 中柄である。 37は木製(針葉樹)38-

41は陸獣骨製で42は鹿角製と思われる。先端部の

形状はすべてー側縁を平担に削ることによって、

その断面形が半円形もしくは台形となる。先端部

の断面形は、先端から約 5mmの部位を計測した。

その結果、幅が4-5mmで厚さが2-3mmの範囲

であった。これらの中柄は、すべて36の竹銀を装

着出来る。つまり中柄先端部(断面形が台形状)

が雄形となり竹鍬基部(断面形が逆台形状)の雌

形にしっかりと固定されるのである。なお必ずし

も中柄先端部が銭の茎溝の奥まで装着されるわけ

ではないようである。

基部の計測昔日位は実際にその位置まで矢柄に装

着されていた部位でもある。一般に矢柄の内径に

よってその位置も異なるようである。矢柄の内径

は8mm前後のものを使用するようである。

竹銀・中柄 ・矢柄を結合させた重心位置は、中

柄と矢柄の装着位置より若干中柄側に寄るようで

ある? 木製中柄については次項で述べている。

骨角器まとめ

中柄に関しでは、AタイプとBタイプの 2種に分

類した。 Aタイプではさらに細分される可能性の

あることを示唆し、 Bタイプでは 3種を掲げた。

また松前の資料はAタイプの中柄に酷以している。

図示したような竹銭がAタイプの中柄に装着され

ていた可能性は十分に考えられる。したがって、

Aタイプは竹あるいは骨鎌のような刺突具の装着

されるものとし、 Bタイプは回転式鈷頭あるいは

銘頭のような刺突具の装着されるものとして考え

ることも可能であろう。しかし、これら刺突具の

出土を見なければ確証のあることとは言えない。

これまでの調査では図示した 7の回転式鈷頭が唯

一の刺突具でそれがBタイプの 1グルーフ。に装着

される可能性があるとわかっただけなのである。
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しかしながら、松前の資料がAタイプに対する

重要な裏付けとなるであろうし、 Bタイプの 1グ

ループに回転式鉱頭が装着される可能性のあるの

もBタイプ全体に対する重要な裏付けとなるであ

ろう。よって、 Aタイプには骨または竹の銀のよ

うな刺突具が装着され、 Bタイプには回転式話頭

あるいは銘頭のような刺突具が装着される可能性

が高いと言えよう。そしてそれぞれ、 Aタイプは近

世アイヌにその関係が見出せ、 Bタイプはオホーツ

ク・擦文文化にその手がかりがあるようである。

骨鉄・ヤスに関しては、ヤスの可能性の高いグ

ループがある。骨鉄の可能性の高いものは、図示

した 3種が代表的なもので、点数も多い。ただし

骨銀は鍬身部の形が様々で種類が多い。さらに詳

細な分析が必要であろう。

勝山館は15世紀後半から16世紀にかけての山城

である。つまり時代的には近世アイヌと、オホー

ツク ・擦文文化の中間に位置するものであり、狩

猟.i魚猟具の変遷を考えるうえで大変興味深い位

置にあると言えよう。(前回正憲)

〈註〉

(1) 当資料は明治の始め旧藩医村岡格が遊楽部

(ユウラップ)コタン(現八雲町)の長イカシパ(弁

開凧次郎)より贈られた同家の使用品の一部である。

(2) 松前町学芸員久保泰氏のご厚意により快よ

、 く実測する機会を与えていただいた。感謝の意を

表する次第である。

(3) したがってアイヌ語による名称表現が成さ

れなければならないがここでは触れない。

(4) 調査担当者松崎の勧めがあり骨角器担当の

前田が収集し、掲載したものである。

(5) 萱里子(1978)によると「スンチという鹿の筋

を細く裂いで作った糸をぐるぐる巻いてとめる。」

とある。

(6) 萱野 (1978) によると「矢尻の中央にルム

チップといって毒を塗りこむために、小指のはら

が埋まるくらいの窪みをつけます。」とある。

(7) 当資料は中柄が矢柄に装着された状能で薄

板に糸で3カ所をしばって固定されていた。そのう

ちの一本を↑真重に取り出すことに成功した。重心

を測定することの出来たのは41の中柄の装着されて

いたものである。この中柄の重量は16.59である。
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e.木製品(第32図-39図)

出土地区は壕跡地区の旧沢地内遺物廃棄場所

である27K2区、 27K7区、 27K20区、樋状木製

品出土地区、及び昭和55年度調査の、建物跡遺構

部分よりである。全体では約 3，400点程の出土が

みられた。これを衣 ・食・住 ・建築・武具・祭杷

信仰・その他用途不明に分類し、分類によっては

さらに細分したものもある。以下分類別に掲載す

る。

衣関係(第32図 1-5) 

下駄(1-3、5) 

1は出土例の中では比較的保存状態が良好なも

のである。長円形を呈し、左後査には鼻緒ずれの

痕跡がみられる。裏面縁辺は斜めにでいねいな面

取りが施されている。また台部裏面後査付近もノ

ミ状工具による整形が施されている。歯昔日の形状

は台形状となっており、頂部は使用による磨滅等

のため丸くなっている。歯の作出は後歯にノコに

よる痕跡がわずかに確認された。推定の大きさ 7

寸程であり、大人の女性用と思われる。 2は隅丸

長方形を呈する。縁辺は垂直な面取りが施されて

いる。裏面後アゴ及び後歯残存部は焼成強化して

いる。歯部にはノコによる整形痕がみられる。大

きさ 4寸9分程であり幼児用の下駄と思われる。

3はほぼ長方形を呈する。全体として堅牢に作ら

れている。歯昔日はノコによる作出である。台部は

破損が激しく、後査は左右とも欠損している。推

定の大きさが7寸8分程であることより大人の男

性用と思われる。 5は隅丸長方形を呈する。台部

裏面にはノミ状工具による整形痕が明僚にみられ

る。歯部は側面が丸昧をもって整形されている。

大きさは推定 6寸 l分-2分程であり子供用と思

われる。尚大きさによる分類は青戸葛西城祉調査

報告書を参考にした。

履物(4) 

長辺の中央にコの字型の切込みを有し短辺上部

に長方形の切込みを入れる。左右対称形。尚上部に

は使用によるくぼみがみられる。草履のようなも

のであろうか。柾目材を使い薄く作られている。

食関係(第34図 6-25) 

漆器(第34図 6-8)

外面は黒漆塗にすべて赤漆で6は植物文、 7、

8は鶴が描かれている。内面はすべて赤漆塗であ

る。 7、8は土圧のため、左右、上下につぶされ

ている。その他図示してい告いものは皮膜のみの

ものが殆んどを占める。また木部の残っている破

片では殆んどが内面赤漆塗、外面黒漆塗である。

箸(第34図9-24) いずれも縦方向の長い削り出

しにより作られている。大きさにより A-O、断

面形により 1-3に分けられる。 Al;!:1尺前後、

Bは8寸-8寸5分、 Cは8寸、 Dは7す程の長

さである。また断面形は 1は扇平で隅丸のもの、

2は多角形で隅丸のもの、 3は方形である。 A-

D 、 1-3を車Eみ合わせて A1-A3、B1-B

3、C1-C3、01-03に分類する。大きさ

の分類については青戸葛西城社調査報告書を参考

にした。断面形の違いは製作技法、用途等により

異なるのかもしれない。

A類(第34図 9-11)魚、箸等といわれているも

のである。 9はA1、10はA2、11はA3に分類

される。尚11は形状等より見て箸以外のものかも

しれない。 B類(第34図12-14)菜箸 ・魚箸とい

われているものである。 12、13はB2、14はB3

に分類される。 14は縦に剥離、破損している。

C類(第34図15-20)

一般的な箸である。 15、16はC1、17、18はC

2、19、20はC3に分類される。

D類(第34図21-24)

21、22は01、23、24は02である。極めて細

く小型のため、子供用の箸か、あるいは大きさよ

り見て、草茸き屋根の草をとめるためのとめぐし

といわれているものかもしれない。

はさみぐし(第34図25)

魚を焼く時に用いるくしである。

飯べラ(第35図26-28)

26は先端部を焼成し、補強、強化している。使

用のため先端部はやや磨滅している。 27は先端部

を焼成し強化している。また全体にすすけたよう

な状態を呈している。使用のため先端部の磨滅は

著しい。 28はやや小型である。 26、27と同様先端

部に若干の焼成がみられる。

折敷(第35図29-30)

いずれも大角八寸四方の角折敷である。 29は板

目が細かく非常にていねいな作りである。それに

比し30は板目も荒く、使用のためか中央がややく

ぽむ。その他国示していないが3寸四方、厚さ 3

mm程のものも出土している。
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容器(第35図31)

方形である。底は一部炭化している。

組(まないた) (第35図32)

体部上部と下部にそれぞれ 2ケ所ずつ穿孔が施

される。表面は使用のため擦痕が斜めに多数走る。

裏面はノミ状のもので荒い加工が施される。上下

の小孔を利用し、固定して使用したものと思われ

る。

住関係 (第35図33、第36図34-46、第37図48、

55)曲物の蓋、底板(第35図33、第36図34、35)

35は縁辺が斜めに削り加工されている。また図

示していないが中央に小孔のある蓋も出土してい

る。底板には表面を焼成して竪綴にしているもの

もある。

蓋(第36図36)

方形であり、極めてていねいな加工が施される。

縁辺は斜めに加工が施されている。尚中央の小孔

にはつまみの一部が残存している。

栓(第36図37、38)

37は極めてていねいに整形されている。尚熱し

た鉄製品で縁辺の面取りか功包される。下部には木

製の撲が打ちこまれている。 38は下端部を多面形

に加工し、中央部には上下より挟入を入れる。下

端部断面形は不整多角形を呈する。

取手(第36図39、40)

39は右下半部を欠損する。断面形は下半部はほ

ぼ方形であるが、着手部分は内側に若干の丸昧を

有する。着手部分以外は非常に脆くなっている。

へラ(第36図41-43)

41は全体に扇平であり、 f本部は方形を呈する。

{本部中央に小孔あり。42、43は断面が先端部にい

くに従い薄くなる。先端部は丸昧を有する。

札(第36図44-46)

45は薄い板を削り出し、先端に丸味をつけ上部

縁辺両側に挟入を入れ、表面をていねいに加工し

たものである。 46は棒状のものに上端、下端にき

ざみを入れ、縁辺を斜めにノミ状工具で削る。裏

面は平担であり、×の焼印状のものが中央部に入

る。 44は46を小型化したような形態であり、上端、

下端近くにきざみが入る。断面はかまぼこ状を呈

する。

鈎(第37図48、55)

48はていねいな整形、加工が施されている。上

部に小孔あり。 55は炉鈎と思われる。上部に紐を
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結ぶためと思われる挟入が入る。

建築関係(第37図的-54、第38図56-58)

杭(第37図49-52)

49は断面形は下部が不整六角形、上部が四角

を呈する。杭にしては上音部E、下部の整形がていね

いであり、杭というよりも樽等の栓という可能性

も考えられる。 50は中央部よりやや下に挟入が入

る。先端部は鋭利であり、下端には若干の擦痕が

入る。挟入部分に紐を結びつけて打ちこんだので

あろうか。 52は丸太材に長い削り出しを行ない

さらに先端をとがらせたものである。頭部には焼

成痕あり。

角材、板材、柾材(第37図53-54、第40図56-

58)0 53は下部にノミ状の工具でほぞ穴状に加工さ

れている。表面にも荒い加工が施され、すすけた

ような状態である。尚左右面、裏面とも打ち割っ

たままである。角材である。 54は長方形の柾目材

であり上下に数個の竹釘が打ちこまれている。板

材。 56は方形の板材である。打ち割り後、かんな

状の工具でつるつるにしている。 57はほぞ状の方

形の小孔のある板材である。 58は柾材である。

武具(第38図59、60、67、72)

鞘(第38図72)

方形の板材の角を丸くし、内側を削りこみ内湾

させた 2枚を重ね合わせたものである。小万用か。

中柄 (第38図67)

全体をていねいに背IJり出し基部はやや段差をつ

け細くする。先端部は下から上へさらに二次的な

加工を施す。骨角製中柄とほぼ同様な形状を呈す

る。出土地点は樋状木製品出土地区である。

弓(第38図59、60)

全体に丸味をもたせて作つであり、両端は細〈

扇平である。

祭記、信仰関係(第38図65)

銭形(第38図65)

断面は扇平なかまぼこ状を呈し、中央にやや高

い一条の後を形成する。裏面は平担であるが、基

部のすぐ上に段差をもっ箇所あり。平安時代頃よ

り存在する木製模造品と思われる。

その他(第38図61-64、66、卵、 70、71、73-80)

用途不明のものである。図示したものはその代

表的なものである。 61は断面方形であり上部に挟

入を入れたものである。 62は断面方形であり、上

部に穿孔を施す。 64はへラ状のものである。縁辺



を斜めに削り出している。 66は中央を細く削り両

端とは段差を有する。中央に細いきざみあり。 68

は中央部に浅い溝と深い溝を交互に削り出してい

る。 70は先端部の小孔に竹釘状のものが入ってい

る。材質は非常に固い。 71は柾目材を包丁形に削

り出す。断面形は上部より下部にいくに従い薄く

なる。へラか。 73は丸太材を砲弾形に削り出した

ものである。下部には二条の浅い溝状の削り出し

が入る。 74は下部にいくに従ぃ厚さを増す。塔婆

板の可能性あり。 76は扇平な棒状のものである。

先端は薄くややとがっており、へラの可能性があ

る。 77は中央部に段差を有し、下部へかけててい

ねいな加工を施している。表面にはみがきをかけ

ている。焼成痕あり。 80は断面が方形を呈し、極

めてていねいな整形を施している。炉鈎の可能性

もある。

まとめ

約 3，400点の内訳としては、衣関係 7点、食関

係約 900点、住関係約 130点、建築関係約130点、

挿図No 大分類 名 称 出土区

3 衣 下 ，駄 27K2.7東壁

l 衣 下 ~* 27 K2. 7東壁

2 衣 下 ，~* 27K2 

5 衣 下 馬太 27K7 

4 衣 草 履 27K7 

9 食 箸 26M4 

10 食 箸 27K20 

11 食 箸 27K20 

13 食 箸 27K7 

12 食 箸 27K7 

14 食 箸 27K20 

15 食 箸 27K20 

18 食 箸 27K20 

16 食 箸 27K20 

17 食 箸 27K20 

19 食 箸 27K7 

20 食 箸 27K20 

21 食 箸 27K20 

22 食 箸 27K20 

24 食 箸 27K7 南壁

23 食 箸 27K20 

25 食 はさみぐし 27K20 

27 食 ノ¥ 勺 27K7 

26 食 ノ¥ 勺 27K7 

28 食 ノ¥ 勺 27K20 

31 食 ー谷 器 27K7 

29 食 折 尊女 27K7 

30 食 折 尊女 27K7 

8 食 漆 器 27K2 

第 2表木製品計測劃1)

層{立

IIlb 

田b

皿b39 

IIlb 40 
皿b

IIlc' 1 

皿b

IIlb 

IIlb 

皿b

皿b

皿b

IIlb 

皿b

田b

IIlb 

IIlb 

田b

皿b

IIlb 

IIlb 

IIlb 

皿b

IIlb 

田b

IIlb 

田b50

IIlb 40 

IIlb 

武具約30点、祭紀、信仰関係 l点、その他用途不

明約 2，200点程である。用途不明品を抜いた分類

の中の各比率は衣関係 0.6%、食関係75.1%、住

関係は11%、建築関係11.3%、武具は 2%程であ

る。これらよりみると、おもに生活に関してのも

のが圧倒的に多 く、武具等はわずかであった。 特

に箸は圧倒的多数を占める。またグリッド毎出土

総点数は27K7区が多く、次いで27K20区、 27K

2区である。これは旧沢の中央が27K7区27K20

区を通っているためで、 27K2区は沢の立ち上が

り部分が多かったため、及びそ の土質等により木

製品の残存状況が悪かったためと考えられる。ま

た寺の沢地内、樋状木製品出土地区でも木製品が

約 100点程出土しているがやはり箸の比率が高い。

さらに箸のみの細分類毎の比率では C類が全体の

8割を占める。グリッド別では27K7区がC類の

比率が最も高い。また屋根のとめぐしの可能性が

ある D類は27K20区の比率が最も高い。

(斉藤邦典)

最大長 最大幅 最大厚 備 考 1
20.5 8.5 1. 9(5. 5) 

19.0 9.0 1. 1 (5. 0) 

14.0 7.7 1. 3 (3.5) 

16.0 7.7 0.6 (3.2) 

30.4 10. 1 0.5 

31. 5 1.0 0， 7 A1タイプ

38.0 1.2 1.2 A2タイプ

35. 2 1.1 0.8 A3タイフ。

25.8 O. 7 0.9 B2タイプ

26.4 O. 7 O. 7 B3タイプ

29.3 O. 9 0.5 B3タイプ

21. 4 O. 7 0.4 C1タイプ

21. 7 O. 7 0.5 C1タイプ

22. 1 O. 7 0.6 C2タイプ

22.7 O. 7 0.5 C2タイプ

23.5 0.6 0.5 C3タイプ

24.0 0.6 0.5 C3タイプ

18.2 0.3 0.4 D 1タイプ

15.8 0.5 0.4 D 1タイプ

12.6 0.6 0.5 D2タイプ

14.8 0.4 0.4 D2タイプ

26.5 1.1 O. 7 

18.6 5.4 O. 7 

19.3 5. 5 O. 7 

15.8 3.5 O. 7 

8.8 6.0 0.9(3.0) 

18.0 24.8 O. 7 

9.0 24.3 0.9 
12..2 13.0 0.6 
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7 食 漆 器 27K7 皿b 11. 7 16.2 0.6 

6 食 漆 器 27K20 皿b 9. 2 9.3 1.0 
32 食 ま な 板 27K20 田b 40.0 20.5 1.8 
33 住 底 板 27K2.7東壁 田b 22. 6 22.5 1.2 

34 f主 底 板 27K2.7東壁 田b 18. 0 18.6 0.8 

35 住 底 板 27K7 illb 61 6. 3 6.5 0.8 

36 f主 蓋 27K7 皿b 5. 6 6.3 1.0 

37 住 栓 27K7 皿b 6.8 3. 7 1.7 

38 住 栓 27K7 皿b 11.5 2.8 1.9 

40 住 取 手 27K2.7東壁 illb 22. 5 6.6 1.2 

39 住 取 手 27K2.7東壁 illb 25. 3 10. 1 1.8 

41 f主 ノ¥ 勺 27K7 illb 19.2 8. 7 O. 7 

42 住 ノ¥ 勺 27K20 illb 15. 9 1.6 0.4 

43 住 ノ¥ 勺 27K20 皿b 13.3 1.4 0.4 

47 住 浮 子? 27K7 回b 16. 9 14.5 7.0 
住 お 盆 27K7 皿b61 65. 8 35.0 1.9 

46 住 札 27K2.7東壁 illb 38.2 4. 7 1.5 

44 f主 キし 27K2.7東壁 皿b 30. 8 2.0 1.8 

45 f主 札 26M4 
ロ ム 18.8 3.5 0.6 7"ロ y ク

48 住 室句 27K7 田b 10.2 5.0 2.8 

55 住 章句 27K7 皿b50 13. 5 3.0 3.2 

50 建築部材 手元 27K7 皿b 24.8 4.9 4.2 

52 建築部材 -杭 27K7 皿b 38.0 4.5 4.2 

49 建築部材 キえ 27K7 皿b 20. 8 4.2 4.8 

51 建築部材 手元 27K20 皿b 30. 5 6. 7 5.0 

53 建築部材 角 キ才 27K7 田b 25. 5 7.6 6.0 

54 建築部材 キ反 材 27K20 illb 33.5 8.6 0.8 

57 建築部材 キ反 キオ 27K20 illb 37.2 15.4 1.8 

58 建築部材 柾 材 27K20 illb 37.0 4. 2 0.3 

56 建築部材 キ反 キオ 27K7 illb 46 39.0 19.0 3.0 

72 武 具 さ や 27K20 皿b 23.6 4.0 2. 1 

59 武 具 弓 27K2 田b32 68.0 2.5 1.7 

60 武 具 弓 27K7 illb 67.0 1.8 1.2 

67 武 具 中 キ両 25M24 皿c'1 18.5 1.3 1.2 

65 祭 品E 鉄 育長 27K7 illb 19.5 4. 1 0.9 

73 その他 27K2.7東壁 田b 25.3 14.0 4.5 

64 その他 27K7 田b 10.8 1.3 0.4 

79 その他 27K7 皿b49 32.0 2.2 0.6 

76 その他 27K2.7東壁 皿b 28.4 1.9 0.6 

70 その他 27K7 皿b 17.5 1.4 1.2 

69 その他 27K20 皿b 7.0 2.4 1.2 

71 その他 27K7 illb 21. 5 3.4 1.2 

66 その 他 27K20 皿b 21. 0 1.1 0.9 

68 その f也 27K2.7東壁 皿b 19.0 1.7 0.6 

75 その他 27K2.7東壁 皿b 27.3 8.6 1.4 

80 その他 27K2 illb 41 23. 1 5.3 1.3 

61 その 他 27K20 illb 77.0 3. 1 2.2 

62 その 他 27K2 illb 41 81. 8 2.8 2. 0 

77 その 他 27K2.7東壁 illb 20.3 10.2 6.5 

63 その 他 27K20 皿b 8.2 3.3 1.2 

74 その 他 27K7 田b 30.3 10.2 2.0 

その 他 25Ll7 illc 150.0 22.8 1. 7 (7.2) 

~ その f也 27K20 illb 15.2 4.8 2.2 

48 第 2表木製品計測表(2)
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f.古銭(館神八幡宮跡周辺部出土寛永通宝)

(附図 3、第40図)

本調査では八幡宮跡周辺(特に円形土留上を中

心に多く出土した。)より 出土した古銭は約1，200

枚を数え、そのうち渡来銭はわずか20枚程度であ

る。過去の調査 (54-56年度)では約 600枚の古

銭のうち渡来銭は 500枚を越える数に対し、寛永

銭は約90枚位で発掘区一帯に散発的な出土をみる

だけであった。そこで本項では、今回多量に出土

した寛永銭をとりあげ若干の分類を試みた。

尚、本資料の分類には約 1，200枚のうちから欠

損品や錆のため銭文が顕著に解読できないものを

除き約 600枚の寛永銭を抽出した。そして、それ

らを拓本にとり銭径、銭文の微妙な変化をみるこ

とにした。寛永通宝は、江戸初期に常陸水戸で鋳

造されたものに始まり、長く明治初年に至る約260

年もの間全国各地の鋳銭場(銭座)によって鋳造

されたものである。そして銭文が1種類しかなく、

鋳造期や鋳造地によって銭径や、銭文が微妙に変

化しており、分類していくと限りなく多種類に及

ぶ。しかし、今日に至っては数種類の専門図譜が

刊行され多 くの分類が可能になっている。よって

本資料の分類においては、「日本貨幣図鑑一君fi司勇

夫-198ljの分類をもとに行い、比較的顕著な識

別資料を掲載した。(第40図)

第3表は鋳造期、鋳造地別による諸特徴を示し

それによると、まず二種に大別される。初期の寛

永銭といわれるものは、寛永期 (1624) から明暦

期 (1655)頃までのもので、当時は径寸26.伽1m、

量目 1匁 (3.75g) という幕府の規定によって鋳造

されていたので、比較的大形化したものであった。

そして文字が大きく、太く、その文字が著しく小

変化するという特徴をもっている。(第40図1-9)

そして、元禄 8年(1695) に銭貨の改鋳が行われ

たことで少しずつ小形化され文字も細く小さくな

る。その書体も美形のものが多くなり、初期の頃

のものとは、ほぽ識別が可能になる。(第 40図10

-35) そこで前者を「古寛永」と呼ぴ、後者は、

「新寛永jと呼んでいる。江戸時代は日本の隅々ま

で貨幣使用がゆきわたった時代である。そういっ

た歴史的背景とともに寛永銭の変化について大ま

かにふれてみたい。

幕府は全国的な商品流通制度をめざしていたた

め、大量の貨幣を鋳造しなければならなかった。

それに合わす様に16世紀中頃から金銀鉱山の開発

が盛んになり金銀の産出が急増した。それでもまだ

貨幣需要をみたすことができない為幕府は各地の

審領内でも鋳造しなければならなかった。そこで幕

府は寛永13年(1636)に初めて寛永銭の鋳造を開始

した(第 3表 1)寛永銭は先の寛永 3年に水戸で鋳

造されている。そして後に(寛永14年)水戸を始め

八ケ所の鋳銭所を置いて鋳造した(第 3表2-5)。

当時は他の古銭(永楽銭等)も同価で伴用していた

が、寛永銭の大量鋳造をはかり他の古銭も鋳潰し

て鋳造していた(第 3表6-13)。まもなく貿易の

激化に伴い金銀の流出が増加する反面、金銀の産

出がj威り始めた。こうした事情にあっても、全国

的な貨幣製度を弱めることはできなかった。そし

て元禄 8年(1695、この頃ょうやく金銀貨が全国に

ゆきわたる)、金銀の改鋳に伴い銭貨も改鋳され小

形化された(第 3表14-18、寛文期以降の経済規模

に通貨量を合せようとする配慮があった)。しかし

すぐ後に(正徳 4年)銭貨の改鋳があり当初のもの

に復した(第 3表19)。これは結局、通貨の質を重視

する貨幣論的な発想、にもとづいたとされている。

そしてさらに続く幕府の金貨主義の影響を受け

銭貨の改鋳があり、又小形軽量化(第 3表23-31)

と共に元文4年 (1739) から初めて鉄銭がでた。

しかし、地方の銭座ではまだ銅銭のみ鋳造する所

が多く、銭形も大中小がある(第 3表32-34)。こ

うして、金貨中心的な貨幣政策の中でくり返し行

われた金銀改鋳の影響を受け、銀不足が生じ、銀

化の定量化が行われた。それにより銭貨にも大き

な変化を生じ、一文銭の他に四文銭が鋳造された

(第 3表35)。第40図36は本資料の鋳造地分布図

である。 15世紀中頃より、アイヌ民族の居住下に

あった北海道の南端に和人地(本州系領主の勢力

圏で後の松前藩)が併存していた。そして、小規

模な城を築き「館主」といわれる階層が形成され

政治的権力を握る様になった。しかし、本来の階

層としては武士的なものではなく、道南と本州、!と

の商業活動(対アイヌ，対本州、1)を支配する商人

(豪商)であった。その代表的な資料として、中

世期に流通した古銭のほとんどが含まれていた函

館市志海苔古銭がある。勝山館においても、本資

料の他、向磁器、金属製、木製品、骨角製品等の

豊富な資料からそういった性格をもっていると忠

わ れ る 。 ( 藤 田 登 )

57 



No 主主 種 鋳造期 鋳造地
室長径 内郭 厚さ 重量

備 考
mm mm mm 9 

l 寛永13年 j工 戸 23.0 5.4 1.6 4. 1 銅造銭、山城仁寺、摂津でも鋳

2 水戸銭 寛永14年 常陸水戸 24.3 5. 7 1.2 2. 7 銅銭
古

3 仙台銭 イシ 陸 奥 仙 台 24.5 5.2 1.3 3. 9 。

4 松本銭 。 信濃松本 24. 8 5.3 1.2 2.6 。

寛 5 竹田銭 イシ 豊後中川内膳 24.6 5.4 1.1 2.8 イシ

6 井の宮銭 寛永16年 駿河井の宮 24.5 5.5 1.2 2.8 。

7 沓谷銭 明暦 2年 駿河沓谷 24.6 5.9 1.3 3. 1 イン

永
8 鳥 越 銭 イシ 江戸鳥越 25.3 5.5 1.3 3.4 イシ

9 寛永~明暦 不 明 24.6 3.0 1.2 6. 0 イシ

10 文 室長 寛文8年 江戸亀戸 25. 1 5.4 1.5 3. 6 銅銭、背に「文」の字有

11 。 。 ペシ 25.4 5.6 1.5 3.8 ペシ 4シ

12 イシ 。 イシ 25.4 5.5 1.4 3.4 イン 。

13 延宝元年 イシ 25.6 5.5 1.3 4.0 。 イシ

14 元禄~宝永 江戸及山城 23. 7 6.0 1.1 3.0 銅銭ヒ、冗禄 8年より銭貨は小
型イ

15 イシ 。 24.3 6.0 1.2 2.8 銅銭
新

16 。 。 23. 7 6.0 1.1 2.3 。

17 。 イシ 22.5 6.9 1.1 2.5 。

18 。 ク 21. 6 6.4 0.9 1.7 。

19 正徳4年 江戸亀戸 25. 1 5. 7 1.2 2.9 銅銭、寛文期のものに類似

20 享f呆佐字銭 享保 2年 佐渡相)11 25.4 5.5 1.5 3. 9 銅銭、背に「佐Jの字有

21 七条銭 享保11年 山城七条 23.9 6.0 2.0 銅銭「、「通」の初通 1が「ユ」で
なく 7J 、 17~頁通」

22 。 江戸十万坪 23.0 6.2 1.2 2.3 
銅銭、「千田新田Jともよばれ
る

寛 銅銭、「通jの初画が17霊長通」
23 伏見銭 元文元年 山城伏見見 23.8 6.1 1.3 3.2 

24 。 。 。 24.4 6.5 1.1 2.8 。
'" 

25 小字銭 ペシ 江 戸 小 梅 23. 2 6. 7 1.1 2.3 銅銭、小型軽量化、冗二文「 4」年
より鉄銭も加わる、背l 小

26 元文亀戸銭 。 江戸亀戸 23. 8 6. 7 1.1 2.4 
銅銭、「永」の字が大きく目立
ペコ

27 秋田銭 イシ
e 出羽秋田 24.0 6.2 1.1 2.3 

銅銭、「永」字の来画がはね上
っている

28 深 )11 室長 ペン 江戸深川平野新田 23.4 6.2 1.1 2.4 銅銭、虎「寛」尾字」の未画が長くく
ねる「 の

29 藤沢銭 イシ 相模藤沢吉田島 23.2 7.1 1.1 2.2 銅銭、文字が極めて小型化
永

銅銭、銭、「ず永」の第 4画が長30 加島銭 イシ 摂津加島 23.6 6.0 1.3 3.9 く書きおろ

Q3j.1 元文佐字銭 。 佐渡相 川 24.8 5.6 1.1 2.2 銅銭、背に「佐」の字有

32 元字銭 寛{呆元年 摂津高津新地 22.6 6.4 1.2 1.3 銅銭年、背に始「元」の字有、寛f呆
元製造問

33 。 。 不 明 23.3 5.5 1.1 1.8 。 。

tゑ足字銭 寛保 2年 下野 足 尾 22.3 6.2 0.8 1.7 銅銭、背に 「足jの字有

35 四文銭 明和元年 江戸 十 万坪 28.4 5.9 1.2 5.9 銅銭、裏面の波数は「十一波」

58 第 3表 寛永銭の種別
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36 鋳造地分布図

ヌ山城京都伏見

ル摂津高津新地加島

ヲ豊後中川内臓

イ出羽秋毘

口陸奥仙台

ハ常陸水戸

ニ下野足尻

ホ武蔵江戸

ヘ相複藤沢

卜駿河井の宮沓谷

チ信濃杉本

リ佐渡相川
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町 勝山館跡出土の人骨及び動物遺存体

1.人 骨 百々幸雄・鈴木隆雄

a. 第 1号人骨と第7号人骨(PL-32、人骨1)

i )個体別・性別 ・年令

第1号人骨は下位胸椎 (Th8-Th12)、腰椎(L

1-L 5)、仙骨、左右寛骨および下位肋骨が解剖

学的な位置関係を崩さずに発掘された。第7号人

骨は、同一層位ではあるが、第 l号人骨より約 2

m離れて発見されたもので、頭骨(下顎を含む)

と第 1頚椎からなる。

第7号頭骨は、性別は男性と判定されるが、男

性としては全体的に華客に過ぎる観がある。年齢

は主縫合の癒合度や歯の岐耗の程度からみて、壮

年期にあることは確実である。一方、第 l号人骨

は寛骨の大坐骨切痕の形態からみて、明らかに男

性であるが、椎骨も含めて男性としてはかなり華

客である。また、年齢は椎f本や椎間関節の状態、

寛骨の耳状面の形状からみて、明らかに壮年期に

ある。これらのことから考えて、かなり離れて発

見されたにもかかわらず、第 l号人骨と第 7号人

骨は同一個体である可能性がきわめて高い。 した

がって、以下、両者を同一個体とみなして記載を

すすめることにする。

ii )頭骨(第 7号人骨)

計測値は第 5表に示す通りである。計測法はす

べて MARTIN-SALLER(1957)に従った。

上面観:類卵形で、長幅示数は74.9で長頭型に

属する。この長頭性はアイヌ的とみなすよりは、

むしろ中世の和人的特徴とみなす方が妥当かと思

われる。主縫合の複雑さは中等度。右に頭頂孔を

認める。

側面観:居間、眉弓とも発達は弱く、ナジオン

の陥入も浅い。これらは非アイヌ的特徴である。

頭項弧長は前頭弧長より長〈、この点も非アイヌ

的である。側頭筋線の発達は弱く、乳突上稜もむ

しろ弱い。左に頭頂切痕骨を認める。左右とも外

耳道骨癒は存在しない。乳様突起は大きさ中等。

左右とも頬骨繍縫合の痕跡はない。強い歯槽性の

突顎があり、中世の和人的である。長高示数は、

70. 1で正型に属する。

後面観:外後頭隆起の発達は弱く、項平面のレ

リーフも強くはない。ラムダ骨なく、左右ともア

ステリオン骨、後頭乳突縫合骨もない。横後頭縫

合の痕跡もない。幅高示数は93.6で中型に属する。

前面観:前頭縫合な く、眼禽上孔も存在しない。

上顔高は63mmで、現代の和人やアイヌよりも低く

中世の鎌倉材木座頭骨の平均値に近い。眼溜は比

較的高く、眼禽口の輪郭は円形に近い。和人的で

ある。眼寓示数は84.4で高型に近い中型に属する。

鼻根部は、~骨と右上顎骨前頭突起が破損するた

め、詳細は不明であるが、左上顎骨前頭突起はほ

ぼ完全に前頭位をとるので、鼻根部の水平琴曲は

きわめて弱かったものと推定される。これは中世

の和人に特徴的な形態である。梨状口は幅が著し

く狭く、鼻示数は39.6で狭型に属する。鼻の形態

は、近世アイヌ、現代および中世の和人のいづれ

とも異なる。犬歯寓はかなり深い。頬骨の外側へ . 

の張り出しは弱い。

底面観 :口蓋は幅広く、口蓋示数は95.3で広型

に属する。口蓋隆起や口蓋管の形成はない。卵円

孔、稼孔に異常はない。左にベサリウス孔が存在す

る。左右ともフシュケ孔なく、下顎宥も正常。後

頭頼関節面に二分傾向はない。左に舌下神経管の

二分が認められる。

下顎:男性としてはかなり小さい。オトガイ結

節とオトガイ隆起はともによく発達する。左右と

も下顎底に角前切痕が存在し、非アイヌ的である。

左右とも顎舌骨筋神経管はない。下顎校示数は、

65.4で、下顎枝はかなり幅広い。

歯 :歯式は次のとおりである。

3765432111234567~ 
37654321|12345673 

'G:未萌出

日交耗は I度程度で、 う歯は認められない。岐合様

式は鋲状で、この点も非アイヌ的である。

以上のように、頭骨では、眉間から屑弓にかけ

て平担であること、目艮瀦が比較的高く輪郭が円形

に近いこと、頭項弧長が前頭弧長より長いこと、

下顎に角前切痕が存在すること、日交合様式が鋲状

であることなど、アイヌよりも和人を思わせる形

質が優勢である。さらに、上顔高が著しく低いこ

と、頭型が長頭型であること、鼻根部が著しく平

坦であること、，歯槽性の突顎が著明であることな

どは、中世の和人に共通する特徴であり、この頭
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骨が中世の和人のものであることを物語っている

と思われる。

iii )頚椎(第 7号人骨)

全体として小型である。上関節寓に二分傾向な

く、関節面に加齢的な変化はない。

iv)第l号人骨

第8胸椎から第 5腰椎までが連続した状態で保

存されるが、このほか第 lまたは第 2胸稚もこれ

と同一個体と思われる。胸・腰椎とも椎体および

椎間関節に加齢的変化は認められない。仙骨にも

異常はない。寛骨および仙骨とも耳状面に加齢的

な変化は認められない。寛骨の大坐骨切痕は深〈

鋭く切れ込んでおり、本人骨が明らかに男性であ

ることを示している。肋骨には特記すべきことはない。

b. 1および7号人骨以外の散乱人骨について

(PL-31-2、33，'人骨2) 鈴木隆雄)

比較的よくまとまって出土した第 lおよび7号

人骨以外にも、数個体分と考えられる人骨が出土

している。しかし、それらの人骨は、ほとんどが

断片的であり、また出土地点も広く分布している

などの点から、個体識別は不可能であった。それ

らの出土した人骨片については第 4表にまとめて

おく 。これら散乱人骨中には、興味ある古病理学

的所見を呈するものや、明らかに焼かれたと考え

られる人骨片等が数点出土しており、ここではそ

れらの所見を中心に概略を記載してお く。

i )骨梅毒症と診断された症例

出土人骨のうち、頭蓋片を含む数点の骨片に明

らかに骨梅毒症であると考えられる特徴的な骨病

変を示すものが認められた。いずれも形態学的特

徴から熟年個体に属するものと判定され、恐らく

同一個体のものであると推定される。性別は後頭

骨や筋粗面などの形態から男性と判定される。梅

毒性病変を示すものは頭蓋片、右大腿骨、左経骨、

左勝骨の計 4ケ所である。

頭蓋片においては (PL-33)、後頭骨の外後頭隆

起の上方に、クレータ状陥凹を呈する骨溶解像とそ

の周辺の骨硬化像が認められ、また左頭項骨につ

いても著しい骨硬化像を供う“ひきつれ"たよう

な癒痕を示している。頭蓋内板にはまったく変化

を認めない。このような頭蓋の病理学的所見はそ

の形態学的特徴からみて骨梅毒症性のものと診断

される。更に先に述べた四肢骨についても、古人骨

に通常認められる非持動句化膿性骨膜骨髄炎とは異
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なる像を呈する所見が認められる (PL-33-d， e)。

特に腔骨は、骨幹部のうち近位部は著しく膨隆し

ている。表面は一部粗な面を形成するが、大部分

は平滑である。 X線所見では肉眼病変に一致した

部位に陰影の増強があり骨硬化の所見を呈してい

る。大館骨では組線の下方から膝寓面にかけて、

小さなクレータ状の陥凹を伴なう骨膨隆が存在し

やはり硬化所見を呈している。排骨についても、

病変は極めてわずかで限局性ではあるが、骨膜炎

様の樹皮状の形成像が認められている。これら下

肢骨に出現した、比較的骨表面平滑な骨硬化を伴

なう膨隆(肥厚)の所見は、次に述べる非特異的

骨膜骨髄炎像とは異なり、骨梅毒の可能性を強く

示唆するものであろう。

ii)非特異的化膿性骨膜骨髄炎と診断された

症例(PL-33-f)

出土人骨のうち、米一 3. 26K . 241"とラベ

ルされた左腔骨についても興味ある所見が得られ

ている。この腔骨はその形態からみて、若年個体

のものと推定され、先に述べた梅毒性骨病変を

示す個体とは明らかに異なる個体のものである。

本経骨には骨幹部ほぼ中央の内 ・外両側面にかけ

て明らかな骨膜炎の所見が認められる。特に外側

面に存在する部分では、本来の骨皮質からの膨隆

が著 しく、比較的境界鮮明な樹皮状の骨肥厚が認

められ、更にそこには直径 1-2mmの髄腔と交通

する小孔が数個形成されている d これは恐ら く

骨炎の過程での腐骨と、凄孔の形成によるもので

あろう。内側面のものは、骨表面著し く不整であ

り、活動性が高いと考えられる骨膜炎様骨埼殖像

が存在している。骨折の所見は認めない。このよ

うな限局性の骨膜性骨増殖像は化膿性骨膜炎ある

いは骨膜骨髄炎の存在を強く疑わせるものである。

鑑別すべき疾患としては、骨格毒症や悪性骨腫痕

が考えられる。特に本個体が若年個体であること

から当然造骨性変化をもたらす骨肉腫との鑑別

が問題となるが、骨肉腫の好発部位は長管骨のメ

タフィーゼ部分であり、またその古病理学的像は

本例と異なり、放射状骨針形成、炎光像など凄じ

い程の骨皮質破壊を伴なう造骨像であるとされて

いる点などから鑑別可能である。本例は非特異的

化膿性骨膜骨髄炎と考えられるものであるが、し

かしその起炎菌がなんであったかを推定すること

はほぼ不可能である。しかし現代の臨床医学から



みた場合本症の起炎菌としては黄色ブドウ球菌に

よるものが圧到的に多いとされている。

iii )焼かれた形跡のある大腿骨について

若年個体に属すると考えられる左大腿骨(ミ K-
3・27Kー 7・N-260")には、焼かれた所見が

認められた。本大腿骨は近・遠位の両側骨端部が

破損消失しているが、骨幹部は比較的よく保存さ

れている。骨幹部はその全長のほぼ%にわたり、

前後面とも骨表面は黒く変色し、焼成骨に特有の金

属的な硬さを有し、焼成による炭化を示している

と考えられる。海綿質への変化は明瞭ではない。

特記すべき病理学的変化や人為的損傷なども認め

られない。このような骨幹部の焼成による炭化が、

どのような時期になされたものかを正確に判定す

ることは極めで困難であるが、他の散乱人骨から

は焼成骨がまったくないことや、本大腿骨における

焼け方の程度が部位により大きく異なっているこ

となどから、恐らく死後かなりの時閣を経過して

から、この大腿骨 l本だけが偶然の要因によって

焼かれたと考えることも可能である。

以上、勝山館跡出土の中世人骨に認められた興

味ある骨の古病理学的変化や所見について、それ

らの概略を記載した。特に、骨梅毒症性病変を示

す症例については、本人骨の年代学的側面からみ

て我国の梅毒の起源とも深く関係してくる資料で

あり貴重であるとともに、本道最古の骨梅毒症の

症例である可能性が極めて大きい点など重要で

あると思われる。尚、我国における梅毒の起源に

ついては、これまで富士川、土肥らの医学史的考

察から室町時代後期の永正九年 (1512年)頃に

移入されたものであることが、ほぼ確実視されて

おり、また形質人類学的な立場からも支持しうる

ものと考えられている。従って今回報告した梅毒

症性病変をもっ個体は16世紀初頭以降のものであ

ると推定しうる。一方、古病理学研究上、四肢骨

における骨梅毒症性病変と鑑別すべきものの 1っ

として、よく非特異的化膿性骨膜骨髄炎が取上げ

られるが、今回の勝山館出土の非特異的炎症像を

示すものと診断された若年腔骨の例は、骨梅毒症

性病変との鑑別診断上の差異が比較的よく現われ

ており、よく対比しうるものであると考えられる。

(尚、今回の骨梅毒の症例に関する詳細な古病理

学的研究については、本稿と別に報告する予定で

ある。)

最後になったが、今迄述べた以外の出土骨片に

ついて簡潔に記載しておく。

下顎骨 (K-3、27K一7、田b-29、人- 2) 

両側の関節突起の一部を破損するが、保存は良好

である。底線はほぼ直線的に走るが、角前切痕は

弱いながら存在している。筋粗面の発達は良好。

顎舌骨筋神経溝に骨橋なし。下顎校示数は、 65.5

(38/58)。全体として熟年男性のものと推定され

る。歯の校耗は著しく強〈、 5本の残存歯(右C、

民、 M"M，、左M，)の歯冠は歯頚の近くまで岐

耗が進行し、かっそれは外下方から内上方にかけ

て岐耗している。カリエスや歯周疾患の痕跡は認

めない。 (PL31-3) 

肩甲骨 (K-3、27K-7、田-b)、左右1個ず

つであり、同一個体のものと推定される。椋突起

や烏口突起等の破損著しい。肋骨面における筋線

(肩甲下筋付着線)の発達は良好である。

寛骨 (K-3、27K一 7、人 22及びK-3、27

K-2、N-163、illb'-13)左右 l個ずつである

が、寛骨臼のいわゆるミ Y字軟骨ミの骨化が完成

しておらず、幼若個体のものであると判定された。

両側とも残存する部分は腸骨体の部分、および坐

骨の一部である。

大腿骨は全部で5本である。うち 3本は成年以

上のものであるが、焼成大腿骨 1本を含む 2本は

粗線の発達や長さ等からみて若年個体のものと考

えられる。{固体識別は不可能で、あ った。

稿を終えるにあたり、終始御指導、御助力いた

だいた札幌医科大学第 2解剖学教室・三橋公平教

授、ならびに教室員の皆様に感謝する。特に梅田

光雄投官には写真撮影に多大な御助力をいただき

深謝する。(札幌医科大学第 2解剖学教室)

部 {立 出土個数 年令推定

頭 蓋

脳頭蓋片 1 熟年

下顎骨 1 熟年

肩 甲 骨 右上左 1 ワ

肋 骨 破片約20個 ワ

脊 椎

頚 椎 3 つ

目勾 中佐 10 ワ

目要 宇佐 1 つ

その他 破片約10個
寛 骨 右 上 左 1 幼若(同一個体)
大 腿 骨 右 2，左 3 幼年・成年・熟年
目玉 骨- 右(一) ，左 2 (混入)

緋 骨 右(-) ，左 1 つ

第4表 K-3出土散乱人骨片一覧 日



マルチ ン
項 目

マルチ ン
工頁 目No. No. 

l 最大長 187 48 上 顔 高 63 

5 基底長 103 48: 45 ( 47.0) 

8 最大幅 140 48: 46 63.6 

8 : 1 74.9 51 目良 禽 幅 45 

9 最小前頭幅 92 52 限禽 高 38 

9 : 8 65. 7 52: 51 84.4 

12 最大後頭幅 110 54 鼻 幅 21 

17 - パジオン ・プレグマ高 131 55 鼻 市1 53 

17: 1 70.1 54: 55 39.6 
4・

17: 8 93.6 60 上顎歯槽長 49 

23 水平周径 525 61 上顎歯槽幅 62 

24 横弧長 308 61 : 60 126.5 

25 正中矢状弧長 360 62 口童霊長 43 

26 正中矢状前頭弧長 122 63 口蓋幅 41 

27 正中矢状頭項弧長 126 63: 62 95.3 

27: 26 103.3 65 下顎頭間幅 115 

28 正中矢状後頭弧長 112 66 下 顎 角幅 100 

29 正中矢状前頭弦長 109 68 下顎長 70 

30 正中矢状頭項弦長 113 69 願 高 27 

31 正中矢状後頭弦長 94 70 下顎校高 52 

40 顔 長 99 71 下顎枝幅 34 

43 上 顔幅 104 71 : 70 65.4 

45 頬骨弓幅 (134 ) 72 全 側面角 83・

46 中 顔幅 99 73 鼻側 面 角 87・

47 彦員 高 108 74 歯槽側面角 67' 

47: 45 ( 80.6) 77 鼻 頬 骨 角 151・

64 第5表勝山館跡出土第7号頭骨計測値
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